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訳ありの貴公子の家庭教師になりました
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「貴族に必要なお勉強だったら、こういう机に向かってする退屈なやつより、もっと楽しいことのほうがいいな。目の前に、こんな美人もいることだし」

　カミルはそう言ってルイーゼの手を取り、片目を瞑ってみせた。口元には楽しげな笑みが浮かんでいる。

　驚いてすぐに反応できずにいるのをいいことに、カミルはそのまま立ち上がり、ルイーゼの腰に手を添えダンスの構えを取った。

「一曲踊っていただけませんか？　先生」

　茶目っ気たっぷりに言うカミルの金茶色の前髪が揺れる。緩く波打つその明るい色の髪も、じっと見つめてくる暖かな鳶色の瞳も、華やかで魅力的で、男性に慣れているとはいえないルイーゼはドキドキしてしまう。

　地味で冷たい印象を与える自分の黒い髪や青い瞳を思うと、カミルの持つ明るくて暖かな色は強い力でルイーゼを惹きつけるのだ。

　だが、今は仕事中だ。ルイーゼの役目は、このカミルを立派な貴族の紳士に仕上げること。本人にその気はなく、だからこそ家庭教師としてルイーゼが宛がわれている。

「だめです、カミル様。わたくしと踊りたかったら、まずはこちらの文法の問題を解いていただいてからです」

　カミルの腕の中からするりと抜け出して、ルイーゼは机の上に置かれたままの教科書を彼の顔の前に突き出した。

　甘い笑顔に、囁きに、負けるわけにはいかないのだ。

「はいはい、先生。その代わり、ちゃんとできたらご褒美ちょうだいね」　

　カミルに懲りた様子はなく、教科書を手にしてニンマリするだけだ。柔らかく整った顔にそういった表情が浮かぶと、彼の人好きのする魅力がさらに増す。貴族としての振る舞いはまだまだだが、この雰囲気と陽気な性格が相まって、彼はすでに屋敷の使用人たちの心を掴んでいる。どうやら使用人たちの心だけでは飽き足らず、ルイーゼの心まで掴もうとしているらしい。

　するりと心の内側に入ってこようとするこの人懐っこさに流されてはいけないと、ルイーゼは努めて厳しい表情を浮かべる。

「そういうことは、きちんとできるようになってからおっしゃってください」




　これは、貧乏な男爵令嬢で崖っぷちなルイーゼが、訳ありの貴公子カミルを立派な紳士にするまでの攻防戦の物語である。





＊　＊　＊






　目的地へと走っていく馬車の中、ルイーゼは落ち着かない様子で髪を撫でつけたり、背筋を伸ばしてみたりを繰り返していた。

　そんなふうにそわそわするのは淑女として恥ずかしいことだとはわかっているのだが、なかなか平静を保つことは難しい。

　ルイーゼが向かっているのは、家庭教師の斡旋所。文字通り家庭教師の職を求める者が訪れ、必要とされる場所での仕事を紹介してもらう場所だ。

　呼び出しを受けて、ルイーゼはこれから面接のために斡旋所を訪れる。そこに行くのはもう何度目かだし、面接を受けるのも初めてではない。だが、何度経験しようと緊張するものはする。というよりも、回数を重ねるにつれて緊張感は増している。

　なぜなら、面接の回数を重ねるということは、それだけルイーゼが不採用になっているということだからだ。どうかその記録が更新されませんようにと祈るように髪を撫でつけて、その手を止めた。

（少しでも感じよく見られたいと思ってしまうけれど、なるべく地味で、目立たなくしていなくてはいけないのよね）

　社交界では華やかさとは縁遠かったはずのこの容姿が、いざ仕事をしようと思うと邪魔になるだなんて、何とも皮肉なものだ。

　ルイーゼが生まれたフォルクマン男爵家は、ルイーゼが物心ついたときには非常に貧しかった。父も母もそんなことを言いはしないが、年頃になって周りを見回せば嫌でも理解できる。そして、この状況を打破する術が彼らにはないことも、周囲から聡明だと言われるルイーゼにはわかってしまった。

　父は良くも悪くも貴族的な人で、母も大陸を渡った新興国からやってきた富豪の娘であるため世間知らずな人だった。どちらもお金の使い方は知っていても、それを守る方法も増やす方法も知らないときているものだから、自分がしっかりしなくてはという意識が早い段階でルイーゼの中には芽生えていた。

　フォルクマン家に子供が自分しかいないのなら、ある程度あきらめはついただろう。だが、ルイーゼには弟がいる。せめて弟のヨハンがきちんと学校に行くことができるだけのお金は用意しなければならない。だから、自分が何とかしようと決めたのである。

　貴族の娘がお金を得るのにてっとり早いのは、良い伴侶を見つけることだ。良い家柄--もっとわかりやすく言えば資産のある家--の人間の伴侶になることができれば、実家への援助を期待することができる。

　それを期待して年頃になったルイーゼは意気込んで社交界デビューを果たしたのだが、すぐに現実の厳しさを突きつけられる。

　蓋を開けてみれば貴族社会にも景気のいい話などはなく、どこの家もそんなに余裕があるわけではなさそうだった。そのため、結婚するにしてもしっかりと持参金のある娘のほうが喜ばれるということがわかった。つまり、結婚を機に実家への援助を求めることを念頭に置いているほど逼迫したルイーゼのような娘は、多くの貴族の青年たちにとっては求められる対象ではなかったということだ。

　よく考えてみれば、ルイーゼの父が母と結婚したのだって、貴族ではないにしろ実家が富豪で潤沢な持参金を用意できる娘だったからだ。母のほうも富豪として貴族の家に入れることは大変名誉なことであったから、利害が一致していたのだ。

　ルイーゼも父のように貴族に名を連ねることを望む富裕層出身の青年を伴侶に迎えればいいかというと、事情が違う。フォルクマン家は弟のヨハンが継ぐため、ルイーゼと結婚しても大したうまみはないということになる。

　つまり、ルイーゼは貴族の青年からも富裕層の青年からも求められることはない、不適格の烙印を押された娘ということだ。

　これがお金が絡まない、恋愛結婚を求めての社交であればうまくいったのだろう。決して目立ちはしないものの不美人ではないルイーゼに、純粋に興味を持ってくれる人物もいた。だが、ルイーゼにとって大事なのはお金だ。残念なことに寄ってくる男性たちは皆、資産の面でルイーゼのお眼鏡に適うものはいなかった。

　あとは資産があるが容姿性格その他諸々に難ありという人物と結婚するか、歳が親子ほども離れたような人物の後妻になるかくらいしか道がないのだろうなと気がついたとき、ルイーゼは社交界に顔を出すのをやめた。

　弟のために、家のためにと社交界に顔を出すのに、ドレスやら宝飾品やら、お金がかかることがあまりに多すぎたからだ。貴族というのは、見栄を張るのもある種の礼儀とされている。だから、似たような顔ぶれが毎度集まる夜会に、一度着たドレスは基本的にもう着ていけない。その不文律を破ることは憚られたし、かといって律儀に守る余裕もルイーゼにはなかった。

　そして、お金が必要ならば働きに行くしかないと思い至ったというわけである。

　とはいえ、決意したところですぐにうまくいくわけがない。家族の反対には当然あったし、仕事はなかなか見つからない。ようやく貴族の子女を教育する女家庭教師ガヴァネスの職があると聞いて斡旋所に登録してしばらく経ったが、未だに仕事にはありつけていない。

　世間で家庭教師の需要が高まっている今、男爵家出身で貴族に必要な教養が備わっていると期待されるルイーゼには本来、うってつけの職のはずなのだが。




　馬車を降りて少し歩き、ルイーゼは斡旋所の扉を叩いた。すぐに中から返事があったため、背筋を伸ばして入室する。

「失礼いたします」

「フォルクマンさん、あなたに興味があるという家の方が、すでにお見えです」

「……お待たせしてしまいましたか？　すみません」

「いいえ。先方が早く来られただけですから」

　斡旋所の長であるミセス・マイヤーに促され、ノックののちに奥の部屋に入った。衝立の向こうに初老の紳士がいるのが見え、ルイーゼは淑女らしく礼をした。

　面接は、相手の顔がよく見えないようにして行われる。衝立の向こうにいるのが誰かも聞かされない。不採用だったとき、落とされたことを逆恨みしないためと言われているが、これでは一方的に値踏みされているようだと、ルイーゼはいつも居心地悪く思っていた。

「ミス・フォルクマン、いくつか質問をさせてもらう」

「はい」

　衝立の向こうの紳士は、訛りのない流暢な発音で話した。こういった面接に来るのは、多くが貴族の屋敷で働く者を取り仕切っている執事や家政婦長だ。彼らはそこの地位に至るまでに相応しい話し方や振る舞いを身につけはするが、どうしてもどこかに貴族的でない言葉の響きがある。

　ということは、この紳士はもしかするとどこかの地位ある人間かもしれない。稀にではあるが、子供の教育を任せる教師を自ら選びたいという主人もいるのだ。

　相手が誰であろうと緊張するが、貴族である可能性を思って、ルイーゼはさらに緊張した。

「『ダンスはお好きかな？』」

「……『特に好きではありませんが、恥ずかしくない程度に嗜んでおります』」

　いきなり隣国の言葉で問われ、ルイーゼは焦った。もうすでに面接は始まっているということだ。語学に堪能かという質問ののちに発音を試されることはこれまでにあったが、いきなりの質問というのは初めてだ。だが、これなら聞き取れているかも、それに対して受け答えができるかも一発でわかるためなるほど理にかなっている。

「『ご趣味は何かな？』」

「『読書と刺繍を少々』」

「『私も本は好きだ。読むことそのものよりも、集めることがね』」

「『知識に囲まれた空間というのは、独特の雰囲気で落ち着きますものね』」

　ルイーゼの返答に、衝立の向こうで「ほう」と感心するような溜め息が聞こえた。どうやらお気に召す受け答えができていたらしい。

「実に聡明なお嬢さんだ。それに、なかなか美しい」

　好感触を得られたことに内心で喜んでいたルイーゼだったが、続く紳士の言葉に身構えた。

　容姿を褒められるのは、家庭教師を目指す者にとって嬉しくない。というより、ほぼ不採用宣告に近いものだ。これまで何度もルイーゼは、容姿のことで不採用になっていた。

　そもそも、女家庭教師は不美人しかなれないというのが定説だ。そうでないと、雇用主である屋敷の主人とおかしな仲になるかもしれないから--というのが理由らしいが、ルイーゼのような娘には酷な話である。

　社交界では人目を惹くような美人では決してあり得なかったのに、職を求めればこの容姿が〝不美人ではないから〟という理由で不採用にされるなんて。

　今回もまた、容姿を理由に断られるのだなと半ば諦めてそっと目を伏せていると、思いもかけない言葉が耳に飛び込んできた。

「それで、いつから働けるだろうか。うちとしては、すぐにでも来てもらいたいのだが」

「……今、何とおっしゃいましたの？」

　信じられない気持ちで尋ねると、紳士は困惑したのか小さく咳払いをした。

「いつから勤めてくれるかと聞いたんだよ。ミス・フォルクマン、あなたにはうちで働いてもらいたい」

「わかりました……！　すぐに荷物をまとめて、明日にでもうかがいます」

「頼んだよ」

　紳士が気難しそうに言うのを聞いて、ルイーゼは慌てて立ち上がって礼をした。本当は喜びのあまりその場でくるりと一回転したいところだったが、そんなことをすればせっかくの仕事の機会をふいにしてしまうだろう。だから、ルイーゼはぐっと堪えた。

　今はまだ入り口に立っただけ。これから続くかどうかは雇用主と面倒を見る子供との相性次第--それはわかっているが、ようやくルイーゼは念願の職を得ることができたのだ。







（嫡男であった息子の死後、生き別れになっていたもうひとりの息子を見つけ出せたから、その子を貴族社会に馴染めるよう教育してほしいって……あきらかに隠し子じゃない）

　指定の場所であるローデンベルト家の別邸に向かう馬車の中、ルイーゼはこれから対峙する子供の扱いにくさを想像して少し憂鬱になっていた。

　正式に採用されることになり、そこでようやく仕事の詳細を聞かされることとなった。

　雇い主はローデンベルト伯爵。国内でも名の知れた家だ。

　確か次期当主である息子が亡くなり、誰が家督を継ぐのかということで社交界の噂になっていたが、まさか裏でご落胤の捜索が進められていただなんて、噂話に疎いルイーゼは知らなかった。

　ローデンベルト伯爵は、ルイーゼが男爵家の令嬢であることを気に入っての採用らしい。おそらくは、貧しいとはいえ貴族の出の者であれば、不用意に仕事で知り得た情報を外へ漏らすことはないからだろう。伯爵家を相手に喧嘩をする気などないが、ルイーゼはつまり実家を人質に取られて仕事をすることになったのだ。

　もしも軽はずみに何か人に話そうものなら、父や母が社交界でどんなことをされるかわかったものではない。家の格が違いすぎて、少々秘密を知ったからといって、相手にとっては弱みを掴まれたことにはならないということである。

　それにしても初めての仕事がこれというのは、何とも前途多難だ。これまで貴族として生きてこなかった子供を教育することなんて、想像もしていなかったのだから。

　だが、だからこそ気合いを入れなければならないのかもしれない。きっとその子供は親から引き離され、伯爵家に突然引き取られたのだろう。そうだとしたら今頃頼れる者もなく、勝手がわからない世界で戸惑っているに違いない。

　それなら、家庭教師となった自分がその哀れな子供を支えてやるしかないのだ。

　ルイーゼは馬車がローデンベルト家の別邸に到着する頃には、〝坊ちゃん〟が貴族社会でこれから生きていくのに困らないよう精一杯指導しようと心に誓っていた。

　だが、ルイーゼを迎えたのは、想像していた〝坊ちゃん〟ではなかった。

「やあ、こんにちは。あんたが、俺の新しい先生か」

　屋敷に着いて通された部屋に現れたのは、すらりと背の高い男性だった。

「……どちらさまでしょうか。わたくしは、カミル坊ちゃんの家庭教師をするよう言われてきたのですけれど」

　この男は誰だ。使用人か何かにしては、身なりがいい気がするが。それにしては着慣れていないふうだし、この部屋にひとりでいる意味がわからなさすぎる--そんなことを考えて身構えるルイーゼに、男はにっこり笑ってみせる。

「どちらさまって、俺がその〝カミル坊ちゃん〟だよ。よろしくね、先生」

「……はい？」

「ああ、貴族の挨拶はこうだっけか？　よろしく、美しいお嬢さん」

　想定外の事態に混乱して立ち尽くすルイーゼに男は悠然と近寄ってきて、その場に軽く跪いた。そしてルイーゼの手を取り、そこに口づけた。

　そのあまりのことにルイーゼは頭に一気に血が上り、勢いのまま男の手を払い除けた。

「初対面の相手に、そのような挨拶をするものではないわ！　それに、口づけするのはふりだけで、本当には唇はつけないものよ！」

　侮辱されたのだと思い、ルイーゼは声を荒らげた。自分はここへ働きに来たのに、この男はカミルの名を騙ってからかおうとしている。その上、こんなふうに不用意に触れてくるだなんて、どれだけ馬鹿にする気だろうかと、ものすごく腹が立った。

　だが、男は悪意をもってしたことではなかったのか、激昂するルイーゼを前に面食らった様子だ。

「悪い……勝手がわからなくて。こういう挨拶をするもんだと思っていたんだが、違ったか」

　バツが悪そうに頭をかく男に、ルイーゼは何を言えばいいかわからなかった。

「怒ってるのに、ちゃんと何がいけなかったか教えてくれるなんて、あんたはいい人だな。これまでに来た先生たち、みんな黙って辞めてったぜ」

「……あなた、本当に〝カミル坊ちゃん〟なの？」

　困った顔をして立ち尽くしている男を見て、ルイーゼは途端に理解した。

　どうやら本当に、この明らかに自分より年上の男が、ルイーゼが面倒を見るべき〝カミル坊ちゃん〟らしいと。ローデンベルト伯爵の血を引く、ある日突然この屋敷に引き取られた、哀れな貴族の隠し子らしいと。……想像していた可哀想な子供の姿からは、恐ろしくかけ離れているが。

「だから、最初からそう言ってるだろ」

　ルイーゼの理解が追いついたとわかると、男は--カミルはにっこり笑ってみせた。これが生粋の貴族であればルイーゼの行動を非礼ととらえて腹を立てただろうが、彼に気にした様子はない。そのことにほっとしつつも、まだ頭は混乱していた。

「わたくし、てっきり小さなお子様だと思っておりましたので……失礼いたしました」

「残念ながら、こんな大の大人なんだよな。生まれてからずっと貧しい庶民として暮らしてきたのに、ある日突然父親を名乗る男が迎えに来て、貴族の仲間入りをさせられることになったわけ。で、まだ社交界とやらにはとてもではないが出せないってことで、躾の先生を宛てがわれてんだ。今更やれ礼儀だやれ作法だって言われても……身も心も貴族になれるわけないだろうにな」

　カミルは立っているに疲れたらしく、椅子にどっかと腰掛けて気怠げな様子で言った。そのあまりに粗野な振る舞いに、そのへんの屋敷で働いているフットマンの少年のほうが行儀がいいのではないかとルイーゼは思ってしまう。

　この状態から貴族社会で通用する紳士に仕立て上げるのが自分の仕事なのだと理解して、ルイーゼは内心でとても狼狽えていた。

　カミルは突然こんなところに連れてこられ、子供のように「行儀良くしなさい」などと言われて、さぞ困惑しているだろう。しかも頼れる者はきっと誰もいないのだ。父であるローデンベルト伯爵はおそらく、カミルが〝仕上がる〟までこの別邸には寄り付かないつもりだろう。夫人も存命だったはずだから、外に作った子供であるカミルを簡単には本邸に招くことはできないことは容易に想像がつく。

　そう考えると気の毒には思うのだが、だからといって自分には荷が重いという気がしてならない。当の本人にもやる気が感じられないから尚更だ。

「あんたも、この仕事を降りようかと思ってる？」

　何も言えずにいるルイーゼに、カミルが問いかけた。口元には笑みのような表情が浮かんでいるが、その目は不安そうに揺れていた。

　歳はルイーゼより数歳上に見える。それなのにまるで不安な少年のように見えるその顔に、ルイーゼはつい同情してしまった。

　ルイーゼまで家庭教師の職を辞すると言ってしまえば、カミルはまた教師を失うことになる。まだおそらく、ただの一度もまともに指導もされていないままなのに。

「あんたも貴族なんだってな。貴族も働く時代になったのかって驚いたんだが、女家庭教師に限っては貴族出身も珍しくないって聞いた。でも、やっぱり働くってことは……訳ありなんだよな？」

「……何が言いたいの？」

　カミルにひどく同情したルイーゼだったが、今度は試すように聞かれて身構えた。それに、まだ自己紹介も済んでいないのにルイーゼの素性を知っているような口ぶりなのも気になる。

「別に、わざわざ調べたわけじゃないさ。使用人たちが話してるのがたまたま耳に入っただけだ。『今度の先生は男爵家のご令嬢だそうです。学校を出ただけの教師より本物の貴族の方に指導していただくほうが安全でしょうね』なんて話してたぜ」

　使用人たちに話したのは、おそらく伯爵だろう。知られて困ることはないが、カミルからの伝聞ではどのような意味合いで話題にされたのかまではわからなくて落ち着かない気分になった。

「俺なんかのところに寄越されるってことは、先生も仕事によほど困ってるんだろ？　他に行くところがあれば、わざわざ俺なんかの教師になることはない。違うか？」

「……そうね。確かに、ここでの仕事を紹介されるまで、何度も面接を受けては落ちてきたわ」

「先生、顔が可愛いもんな。可愛い女や美人は家庭教師になれない。屋敷の主人が変な気を起こしたらいけないからだ。で、先生は可愛いもんだから、経歴に難はないのにこれまで仕事にありつけなかったんだな」

「……何が言いたいのかしら」

　カミルはその通りのことしか言っていなかったが、だからこそルイーゼは神経を逆撫でされた。彼が言うことが事実であるがために、改めて人の口から聞かされると、自分の置かれた状況が決して余裕のあるものではないと突きつけられる。

「だからさ、俺のことが気に入らないからってこの仕事を断っても、先生には行くところがないんだろ？　だったら、ここで俺の先生をしてくれたらいいじゃねぇかって言いたいんだよ」

　カミルの人懐っこいと感じた笑顔が、何だか悪い顔に見えてきた。どうやら彼は、ルイーゼを脅そうとしているらしい。あるいは、交渉のつもりなのか。

「辞めたところで食うに困ることはないんだろうが、それでも金がいるんだろ？　じゃなきゃ貴族のお嬢さんがわざわざ仕事探しなんかしないだろうからな。俺の父親は、給金をケチるなんてことはしないはずだ。それなら、ここで先生をしておくのが賢いってもんだろ。俺には先生が必要で、あんたには仕事が必要なんだから」

　内心で相当腹を立てながらも耳を傾けていると、脅しているわけではなさそうだとわかってきた。ルイーゼがこの仕事を引き受ければお互いに得があると言いたいようだ。それに気がついて、引っかかりを覚える。

「坊ちゃんは、貴族になりたいのですか？」

　突然伯爵家の血を引いていると言われ、戸惑いも反発もあっただろう。だからこそのこの態度だと思っていたのだが、今の口ぶりだとまるで、教育を受けたいみたいだ。脅すというよりむしろ見捨てないでと言っているようで、不思議な気分になる。

「貴族になりたいとは思わないが、なりたいわけじゃないつもりなんだが、立派にはなりたいと思ってる。亡くなった母さんは、俺を立派にすることだけ考えて生きてたからな。貴族としての振る舞いが身につけば、母さんの言っていた立派な男とやらに近づけるんじゃないかと思ったんだが……」

「お母さまは、亡くなられたのですか……」

「俺を育てるのに無理をしたからな。……貴族のお手付きになって仕事を首になり、こっそり隠れるように子供を産んだ女にできる仕事なんて、限られてる。それでも自分が食うのも我慢して俺に食わせて、村の学校にも通わせてって無理してるうちにどんどん痩せ細って、最後は病で死んじまった」

　カミルの口から淡々と語られる彼の母の人生を思って、ルイーゼは胸が痛んだ。貴族が自分のところの使用人に手を出すことは珍しくない話だと聞くが、そんな裏で不幸になった人の話を、当事者から聞かされるのは初めてで、複雑な気持ちになる。

「不名誉な母さんの人生の、その不名誉の証しみたいな俺が貴族になれば、少しは母さんも報われるんじゃないかなって考えたんだ。そのために母さんを不幸にした男の跡を継ぐなんて癪で仕方がないが、母さんがあの世で笑ってくれるならそれでいいって気がついた」

　先ほどまでの軽薄な態度とは打って変わって、カミルの口ぶりには覚悟が感じられた。わざと軽薄な態度を取ってルイーゼを試していたのか、それともルイーゼが去ろうと考えたのを察知して焦ったのか。どちらにしても覚悟があるのなら、どうにかなるかもしれないとルイーゼは思った。どうにかなるのなら、この仕事を断る理由もない。

「立派な貴族になるために、坊ちゃんには先生が必要だということですね」

　姿勢を正して、毅然と見えるようにと努めてルイーゼは尋ねた。こういったことは、まず初めが肝心だと知っているから。

「お、やる気になってくれたか。じゃあ、引き受けてくれるんだな」

　ルイーゼが断らないとわかると、途端に安心したようにカミルの態度が緩んだ。そんな彼に、ルイーゼはぴしゃりと言い放つ。

「引き受けても構いません。ただし、条件があります」

　厳しいことを言われると思ったのか、カミルは身構えた。

「わたくしから教育を受けたかったら、わたくしをきちんと先生として扱うこと。それが条件です」

　最低限のことだが、これが破られれば正しい教師と生徒の関係は築けない。だからこれを、ルイーゼは条件として掲げたのだ。

　そのことを理解しているのかはわからないが、カミルは頷いた。

　そして、ルイーゼとカミルの関係は始まったのだ。










第二話











　カミルの家庭教師を引き受けることになったルイーゼは、到着したその日からローデンベルト家の別邸に住み込みで働き始めた。

　家庭教師もその他の使用人たちと同じように住み込みで働くのだが、階下の使用人部屋で寝泊まりするのではなく、主人たちと同じ階に部屋を与えられる。立ち位置としては使用人ではなく、かといって客人でもないという微妙さゆえ、食事も基本的には部屋でひとりで摂る。その孤独感のせいで心を病む可哀想な家庭教師も少なくないのだという。

　だが、ルイーゼはそういった一般的な家庭教師とは異なる扱いを受けていた。

「ルイーゼ先生、おはよう」

「おはようございます、カミル様」

　朝起きて、簡単に身支度を整えて朝食室へ行くと、そこにはすでにカミルの姿があった。彼は律儀にも、ルイーゼの到着を待っていた。

　家庭教師は本来ひとりで食事を摂るものなのだが、カミルがそれではだめだと言い出したのである。というのも、この別邸には使用人のほかはカミルしかおらず、ルイーゼが一緒に食事を摂らなければ彼もまたひとりきりだからだ。「ひとりでする食事なんて、体に悪いからな」というのが彼の言い分で、要するに寂しいから一緒にいてほしいということらしい。

　最初は抵抗したし、慣れるまではいけないことをしている気分になっていたルイーゼだったが、食事に同席してその場で礼儀の指導ができるほうが都合がいいと思い至り、今では合理性の観点から堂々と同じ食卓を囲んでいる。

「先生、それだけでいいのか？」

「朝はそんなに食欲がないんです。カミル様は……そんなに食べると眠たくなるからだめですよ。このあとも、たっぷり勉強の予定が入っているんですから」

　朝食は自分が必要な分だけ皿に取るようになっているため、朝がそこまで得意ではないルイーゼは基本的にパンと少しの冷菜と飲み物だけだ。それに対してカミルは皿にこんもりと料理を載せ、たっぷり食べるつもりらしい。本来なら注意すべきことだが、それは追い追い考えることにする。

「うげぇ……今日はどれだけ勉強させられるんだ？」

　子供のように思いきり顔をしかめてカミルは言う。この物言いは聞き逃せなくて、ルイーゼは小さく咳払いした。

「カミル様？」

「あー、えっと……今日の予定はどうなっている？」

「本日はまず語学の授業と歴史、それからダンスのレッスンと、午後からは芸術鑑賞をしていただくつもりです」

　カミルが自分の言葉遣いがまずかったことに気がついて言い直したところで、ルイーゼはその日の予定を伝えた。

　村の学校に通わせてもらえていたと言っていただけあって、隣国の言葉を除けば勉学の部分でカミルに特に目立った問題はなかった。文法も計算も期待していた以上にできているし、この国の民として知っておくべき歴史の知識は抑えられている。だからこれらを改めて学習させているのは、貴族として抑えておくべく知識の補強としての意味だ。

　だが、言葉遣いや礼儀作法については、問題しかないといっても言い過ぎではないだろう。

　まず、あまりに言葉遣いが粗野すぎる。これまで丁寧な言葉遣いが必要とされる世界で生きてこなかったから仕方がないと言えるが、それでも直そうという意識がまだ足りていないのが問題だ。

　そして食事を始めとした行儀作法についてだが、これも体に染みついたものだから、しつこく言って正していくしかないのだろう。

　容姿が整っているだけに、きちんとした身なりにしてそういった振る舞いをすると、ものすごく目立ってしまうから。

「芸術鑑賞って……屋敷の中の絵を見て回るだけじゃねぇ……ないか。そんなの、わざわざする意味あるのか」

「カミル様、フォークはそのように垂直に刺してはいけません。持ち方も、握るのではなくそっと手を添えるように」

　カミルがまさに突き刺すという動作で冷菜を口に運ぼうとしているところを、ルイーゼは止めた。指摘されて気がついたカミルは、渋々ルイーゼの手元を見て真似た。

　カミルの食事の姿を初めて見たとき、子供のときに誰かに注意してもらえなかったのかと批判的な考えが一瞬よぎった。だが、ルイーゼはすぐさまそれを打ち消した。

　カミルの母は、女手ひとつで彼を育てたのだ。生きるのにも育てるのにもお金がかかるから、きっと働くのに精一杯だっただろう。それなら、カミルはもしかしたら母と食事を共にすることもあまりなかったのかもしれない。親と共にいられなかった子供が作法など学ぶ機会がないということは、領地の教会などを慰問した際に目の当たりにしている。

「あー……難しいな。食べてるときの自分の姿なんて、見えないからな。でも、先生の食べてるときの姿見てたら、やっぱりきれいなほうがいいし、自分の姿は恥ずかしいものなんだろうなって思う」

　しょんぼりと子供のように落ち込んで、カミルは不器用な手つきで切った冷菜を恐る恐る口に運んだ。その姿にルイーゼは、歳の離れた弟のヨハンのことを思い出す。もう二十二歳のカミルと十二歳のヨハンを重ねるのはおかしいとわかっていても、どうしても同じように見てしまう。

　そのくらい、ルイーゼにとってカミルは手を差し伸べてやらねばならない存在として映るのだ。

　十九歳のルイーゼより彼のほうが年上だが、貴族として生きてきた年月は自分のほうが圧倒的に長いのだから、教え導いてやらねばと感じている。

「芸術への知識も、貴族として生きていくには必要なんですよ。まず、自分の屋敷にどんなものがあるのか知らないなどということは論外ですし、客人を招いた際には飾ってある絵画や彫刻の解説を求められることもあります。それに、何か知識をつけるということは誰かと話すときの話題のとっかかりになりますから」

　自分の食事を終えたところで、ルイーゼは先ほどカミルが零した不満への返答をした。

　弟のヨハンも、たびたび学ぶことに対して不満を漏らすが、大体今言ったことと同じ答えを返している。

　貴族は、与えられた領地を代々治めている。つまりは、領民の上に立つ存在だ。人の上に立つ者が愚かではいけない。人の上に立つ者は誰よりも努力していなくてはならない。

　両親を反面教師として育ったルイーゼは、本来のそういった貴族としての意識が強い。

　だからこそ、カミルの気持ちもわかるのだが。

　責任ある立場からは、時々逃げ出したくなる。

　カミルは爵位を継ぐということがそれに伴う責任も継ぐことになるとわかっていたから、初めは乗り気ではなかったのだろう。これが愚かな人間なら、父親が実は貴族だったとわかった時点で、自分が富と地位を得たと錯覚して浮かれたに違いない。

　だが、カミルに浮かれたところはない。少なくとも、嬉しくも誇らしくもなさそうだ。彼を今動かしているのは、亡き母への思いだけ。母の思いに報いようと、慣れないなりに努力しようとしている。

「……勉強することがたくさんなんだな。俺にできるかな」

　慎重に食事を続けるカミルが、ぽつりと零した。そうやってしおらしくしていると、容姿のよさもあってきちんと貴公子に見えてくる。粗野な雰囲気や振る舞いがずいぶん彼の魅力を損なっていたのだとわかる。

「大丈夫です。カミル様は、亡きお母様の思いに応えようと努力されています。誰かの思いに応えようと思える人は、きっといい貴族になれるでしょう。いい貴族とは、まずいい領主であることが肝心ですから」

「いい領主か……責任重大だな」

「持つべき者は、果たすべき義務がありますから」

「愚鈍で怠惰な領主が土地を治めたら、そこに暮らす民は苦しむもんな。……確かに、馬鹿のままじゃいられない」

　カミルが噛みしめるように言うのを聞いて、ルイーゼは心の奥にぱっと灯りがともるような心地がした。

　彼の家庭教師になってまだ半月も経っていない。だが、日々学びの中で言い聞かせてきたことが確実に彼の中で芽吹いてきているのだと感じることができて、嬉しくなった。

　ルイーゼはカミルに勉学と礼儀作法を教えているが、学んでほしいのはそれらそのものではない。貴族としてどう考え、どう振る舞うのが正しいかを身に着けてほしいのだ。

　カミルの今の言葉を聞けば、彼が少しずつルイーゼの願った通りに成長しているのがわかる。彼はルイーゼが思い描いたような小さな生徒ではなかったが、それでも想像していたのと変わらない、あるいはそれ以上の、教える喜びを与えてくれている。

　お金のために働くことになったルイーゼだったが、少ない選択肢の中から家庭教師を選び取ったのは、誰かのより良い未来のために教え導くことをしたかったからだ。

　ルイーゼひとりでは大きなことは成せないが、生徒となった貴族の子弟をきちんと貴族としての志の高い者に育てれば、いずれきっと世界がよくなると信じている。

　カミルは、まずはそのひとりだ。

「ルイーゼ先生、何か嬉しそうだな」

　自覚の出てきたカミルの発言を噛み締めていると、不思議そうに見つめられた。

「カミル様が貴族として成長されていると感じて、喜んでいたのですよ」

　褒めるべきところはどんどん伝えていくべきと考えているから、ルイーゼは素直な言葉を口にした。すると、カミルは一瞬驚いてから、自信たっぷりの不敵な笑顔になった。

「だったら、そろそろルイーゼ先生は俺とデートしてくれるかな？」

「……わたくしは教師ですよ。それに、そういったことはもっと立派になってからおっしゃってください」

　カミルの甘い笑みに不覚にもときめいてしまい、ルイーゼは口元が緩みそうになるのを堪えて言った。出会ったときから隙あらばこんなふうに軽口で口説いてくるし、これがカミルにとっては挨拶と同じくらい軽いものだとわかっていても、こういったことに不慣れなルイーゼはドキドキするのだ。

　この前も、授業中に手を掴まれてダンスの構えを取られたとき、息がかかるほどの距離に彼の整った顔があったせいで、ひどく胸が高鳴ってしまった。流されてはいけないと、何とか平静を装って授業を再開したが、内心は落ち着かなくて仕方がなかった。

（彼にドキドキしてしまうのは、私があまりに慣れていないからだわ。でも、私は家庭教師で彼は生徒なのだから……きちんと線を引いてけじめをつけていないと）

　この屋敷に来た最初の日、カミルを前にしてこの仕事を引き受けるのは無理そうだと感じた。だが、実際に取り組んでみると決して彼は絶望的というわけではなく、表面的な部分を取り繕うのなら数ヶ月もあれば何とかなるのではと思えるようになった。もしかするともう少し時間が経ってくると伸び悩むことが出てくるかもしれないし、今気づいていないだけの問題がこれから出てくる可能性もある。

　それでも目下の問題は、ルイーゼはカミルの魅力にあてられそうになっていることだ。

　彼はとても気さくで人に好かれる人物で、早くも使用人たちと打ち解けている。そのため、使用人たちは機嫌良く働いているし、食事にはカミルの好物ばかりが並ぶ。

　自分が実家のフォルクマン家で過ごしていた頃を考えると、そんなことはありえなかった。父も母も使用人に辛辣に接する人たちではなかったが、それでもやはり緊張感のある現場であったことは間違いない。呼ばれれば早朝でも深夜でも駆けつけて用事を聞かねばならないし、楽しく打ち解けて会話を楽しむなどということは絶対になかった。

　あくまで雇用主と使用人という関係しか築けておらず、そのため他でもっと給金がいい働き口が見つかればそちらへ移ってしまう人もいたほどだ。フォルクマン家は使用人の数は豊かな家には劣るものの、給金を出し惜しむことはしていなかったはずだ。だから、人が居つくかどうかは金銭の話だけでなく、居心地の良さも関わってくるのだろう。

　その点、食事のたびに「おいしい」と口にし、時間があれば階下に行って使用人たちにお礼を言って、彼らが何か不便なことがないか尋ねているカミルのもとは、働きやすい場所だと言える。

　そんなふうに気遣いができるカミルに、ルイーゼが好感を持つのは自然なことだ。――そう、あくまで好感であって好意ではない。ルイーゼは何度も自分に言い聞かせている。

　家庭教師と主人の恋の話を聞いたとき、自分にはそんなことは起こらないとルイーゼは信じていた。だからこそ容姿を理由に不採用にされることに苛立ちを覚えていたし、そんなことを判断基準にするなんてと思っていたのだ。

　だが、働き始めてみると想像通りにはいかないことは、自分の身を持って理解できた。これが生徒が子供であれば平和に、ただ教育のことだけ考えていればよかったはずなのだが。

「ご褒美が何もないんじゃ、つまらないなぁ。頑張るから、そのときはとびきりのご褒美をお願いするよ」

　食事を終えたカミルが、楽しげな様子で言う。大人の男性の凛々しさよりもまだ少年のような無邪気さを感じさせる雰囲気に、ルイーゼはまた心臓を?まれる心地がした。

「とびきりのご褒美って？」

「それは、そのときが来たら話す」

　努めて毅然として答えたのに、カミルはひとりで嬉しそうだ。

　一体、どんなことを要求されるのだろうか。それが楽しみなような恐ろしいような気分で、ルイーゼは身構えて仕事をしなければならなかった。







　カミルの魅力にあてられないよう、気を張って過ごしていたある日のこと。

　いつも起きだす時間よりも早い時間に、ルイーゼの部屋のドアがノックされた。

「ルイーゼ先生、おはようございます」

「アデリナ……どうしたの？」

　部屋に入ってきたのは身の回り世話をしてくれるメイドのアデリナで、その手にはもりもりと荷物を抱えている。

「カミル様からの伝言で、本日の授業はすべてお休みだとのことです」

「お休み？　それはわかったけれど、その荷物は何かしら？」

「ふふふ。開けてみてからのお楽しみだそうです」

　きらびやかな化粧箱に入ったそれらの荷物は、ルイーゼの思い違いでなければドレスや靴などだろう。そんなものを運び込まれる理由に心当たりがないため、不思議に思いながら箱の蓋を開けた。

「……やっぱりドレスだわ。でも、どうしてこんなものがここへ運ばれてくるの？」

「カミル様からの贈り物です。『これを着て今日は一緒に出かけよう』とのことですよ」

「で、出かける？　授業をお休みにしたのは、何か用事があるからではなかったの？」

「そのご用事が、ルイーゼ先生とのお出かけですよ」

　事態が飲み込めず戸惑うルイーゼに対して、アデリナは我がことのように楽しそうにしている。

「カミル様、ルイーゼ先生は授業以外の時間に、弟さんに手紙を書くかその返事を読むかくらいしか楽しみがないんじゃないかって心配してるんですよ。だから、気晴らしのために外へ連れ出したいみたいですよ」

「他にも楽しみくらいあるわよ。庭を散歩するとか読書とか……気を使わせてしまったのね。でも、家庭教師なんてこんなものだと思うのだけれど」

「違いますよ。気を使ったのではなく、カミル様がルイーゼ先生と出かけたいんですよ。気晴らし云々は、ただの口実です」

「……そうなの？」

　アデリナがあまりにも自信満々に言うから、ルイーゼもついそんな気がしてきてしまっていた。何より、箱を開けて中から覗くドレスや靴に、すっかり心を奪われてしまっている。社交界に背を向け、職業婦人となることを決めた際、こういった華やかなものとは無縁で生きると思っていたのに。なくても生きていけると、このドレスを見るまで思っていた。

　だが、いざ美しいものを前にすると、そういったものが好きだったのだと気づいてしまった。

「よかった、ルイーゼ先生が嬉しそうで。カミル様、ルイーゼ先生を喜ばせたいって張り切ってたんです。使用人たちのところまで来て相談するから、私たちも知恵を絞ったり別のお屋敷で働いてる知り合いのメイドの子にお嬢様たちの間で流行ってるドレスの意匠の情報を聞き出したり、いろいろしたんですよ」

　まるで大仕事を終えたかのように、晴れやかな顔でアデリナは言う。カミルに頼られ、彼のためにいろいろしたことが楽しかったようだ。

「私を喜ばせようとしてくれてたの……それは嬉しいけど、どうしてみんなそこまでしてくれるの？」

「カミル様とルイーゼ先生がうまくいってほしいからですよ！」

「ええっ？」

　当然だと言わんばかりに言い切るアデリナに、ルイーゼは困惑するしかなかった。カミルも屋敷の使用人たちも同じ思いで団結しているのに、まるで自分だけ外に置かれているような気分になる。

「わたくしとカミル様は教師と生徒よ。うまくいくとかいかないとか、そういうことでは……」

「じゃあ、カミル様が喜ぶからやってますってことで！　さあ、お支度しましょう。きれいに着飾って、カミル様とお出かけしてきてください」

　まだ事態が飲み込めず覚悟も決まらないルイーゼをよそに、アデリナは張り切って身支度を整えていった。

　カミルが用意してくれたのは、若草色のデイドレスだった。派手ではなく繊細で、レース遣いが非常に上品だ。靴も宝飾品もそれにあわせたもので、シンプルでありながら細部へのこだわりが感じられる。

　こうして美しいものを身につけると心が躍る。やはり自分も年頃の女性なのだなと、そんな当たり前の感覚を思い出していた。

「どう、かしら……？」

　アデリナに元気よく見送られてカミルの待つ玄関へと降りたルイーゼは、久しぶりに着飾ったことで緊張していた。だが、一足先に支度を調えて待っていたカミルは、ルイーゼの姿を見た途端、目を見開いた。

「すごいな……ルイーゼ先生、すごくきれいだ」

　カミルの表情が驚きと喜びによるものだとわかって、ルイーゼは安堵した。これがもし似合っていなくて落胆させたのなら嫌だと思っていたから、きれいだという言葉は何よりほしかったものだ。

「こんなに素敵なものを……ありがとうございます。何とお礼を言っていいのやら」

「いいんだいいんだ。俺がしたくてしたんだから。父親に、必要なことがあれば使うようにって金を渡されてるんだ。だから、俺にとってこれは必要なことだったんだ」

　そう言ってから、カミルはルイーゼの手を引いて歩き出した。紳士として淑女をエスコートする方法としては、減点だ。だが、ルイーゼは自分がこうして手を引かれるのが嫌ではないことに気がついていた。カミルがわくわくしている気持ちが伝わってきて、ルイーゼまで嬉しくなる。

「今日は、先生に思いきり楽しんでほしいんだ。これは、日頃の感謝の気持ちだから、遠慮はなし。俺は先生をひとりのレディとして扱うし、先生も俺をひとりの男として扱うってことで」

「わかりました」

　これはつまりデートに誘われたのだなと理解して、ルイーゼは噛み締めて返事をした。

　それから二人は馬車に乗り、市街地へと走っていった。

　馬車の中は、日頃接するよりも距離が狭まる。いつも机やテーブルを挟んでカミルと対峙しているルイーゼは、今の近さを意識してしまった。

　よそ行きを意識したいつもより一等良い服装をしたカミルは、こうして黙っていれば紳士だ。もともとの容姿の良さに慣れとそれによる気品が伴って、彼を上等な存在に見せている。

「今からまず、歌劇を鑑賞するんだ。ルイーゼ、教養は大事だって言っていただろ？　話題の演目を見ておけば、それだけ話題が増えるって」

「そうですね。歌劇であれば、ご婦人方に喜ばれる話題ですし、殿方の間でも楽しまれる方はいますから」

「まずはルイーゼと一緒に楽しみたい。実は、話の筋をきちんと理解できるよう、演目について書かれた新聞や雑誌にも目を通しておいたんだ。だから、わからないで恥をかかせることはないはずだ」

　カミルはこの日のために入念に準備をしたのだろう。その顔は自信に満ち溢れ、得意げに輝いている。そういった表情は彼を少し子供っぽく見せてしまうが、それが魅力を損なうことには繋がらない。むしろ、今日という日を楽しみにしていたとよく伝わってきてルイーゼは感激してしまう。

　あらかじめ下調べをしておこうというのも、彼の向上心の表れだ。

「楽しみです。歌劇なんて、久しぶり」

「それなら、よかった」

　ルイーゼが素直に喜べば、カミルもほっとしたという顔で笑う。今、言葉にせずとも二人は同じ気持ちを抱いて胸の内を温かくしている。その暖かい空気に包まれながら、馬車は劇場へ到着した。

　歌劇は身分違いの恋を描いたもので、主人公たちはお互いの思いとは裏腹に周囲の人々や時代に翻弄されていく。

　内容が内容だっただけにカミルがどう感じるだろうかとルイーゼは心配したが、彼はオペラグラスを手に舞台の細部に亘るまで熱心に鑑賞していた。だから、ルイーゼもざわめく心を静めて、演目の内容に集中するよう努めた。

「次は、俺の成長を屋敷の外で実感してほしくて」

　劇場を出て再び馬車に乗って向かったのは、レストランだった。そこは有名な店で、貴族や富裕層がこぞって食べに来たがると聞いたことがあったが、ルイーゼは実際に来るのは初めてだ。

「ここで食事を……？」

「大丈夫。ちゃんとお行儀よくしてるから」

　この店で食事をするのに一体いくらかかるのだろうかと不安になるルイーゼに対して、カミルは違うように受け取ったようだ。気取った仕草でルイーゼの手を取り、店の中までエスコートしていく。

「本当は夜に来て、ばっちりかっこいいところを見せたかったんだけど。まずは夜よりも肩の力を抜いて食べられる昼食でこういう店に慣れておかないとと思って」

「……そうね。実地訓練は大事だわ」

　ルイーゼを座らせてから少し緊張した様子で席につくカミルに、ルイーゼも平静を装って答えた。本当は自分も少し落ち着かない気分でいるのだが、先生としてそれを悟られるわけにはいかない。

　食事は昼食だから気軽さはあるがやはり豪勢なもので、目にも舌にも美味しかった。最初はカミルがうまくやれるだろうかと不安だったが、彼の作法に少しも足りない部分がないことがわかると、ようやくルイーゼは食事を楽しむことができた。ルイーゼが安心したのがわかると、カミルも目に見えて嬉しそうにテーブルに向かっていた。

「人は、変われるものなんだなってしみじみ思ったよ」

　帰りの車の中、カミルは真剣な顔でルイーゼを見つめて言った。その眼差しには熱がこもっており、それを真正面から受けていいものかとルイーゼは戸惑った。

「俺、母さんが死んでから碌な生き方してなかったんだ。いつ死んだっていいや、今が楽しいのが一番だって思ってたから。それで、最近になって父親を名乗るやつが現れて、お前に跡を継がせるから教育を受けさせてやるって言われて、最初はくそ喰らえって思ってたんだ。何を今さらって。それに、自分が貴族だとか紳士だとかにまさかなれると思ってなかったんだ。だから、やってくる教師たちにも散々な態度で接したよ」

　カミルは、淡々とこれまでのことを語る。簡素な言葉を使うぶん、彼の思いがまっすぐに伝わってきた。その言葉の向こうに彼が抱えていた絶望と諦念を感じる。出会ったときの彼の態度は、静かな諦めによるものだったと理解した。

「でも、ルイーゼは俺を見捨てなかった。そもそも、俺を蔑んだ目で見なかったし」

「蔑むなんて、そんな……でも、驚きはしたわ。だって小さな子供の先生をすると思っていたのに、いるのはあなたみたいな大人なんだもの」

「期待はずれで悪かったな。でも、ルイーゼを教師として俺のところに連れてきてくれたことだけは、父親に感謝しないと」

「期待はずれじゃないわよ。あなたには……本当に驚かされてばかり」

　少し拗ねたみたいな表情を作ってカミルが見てくるのがおかしくて、ルイーゼは笑った。

　驚きはしたし、正直どうなるだろうかと不安ではあった。だが、カミルはよく頑張ったし、心根には良いものを感じていた。だから今日まで、面倒を見てこられたのだ。

　あっという間に二ヶ月ほどが経ち、そこそこ様になってきた。そのことをルイーゼは誇りに思っている。

「今日こうして一緒に出かけてもらったのは、俺の決意を聞いてほしかったからなんだ」

　カミルはそっと、ルイーゼの手を掴んだ。玄関を出るときのような強引な感じではなく、壊れ物に触れるかのように慎重にだ。触れられて、嫌な感じは決してしない。それどころか、そんなふうに大切に触れられたことに、ルイーゼの胸は高鳴った。

「俺は貧しい家の出で、最近まで父親の顔も知らずに育った、どうしようもない男だけど、貴族になるってことは責任あることなんだってルイーゼが教えてくれた。だから、絶対に立派になる。ルイーゼには、俺が立派になったときに隣に立っていてほしいんだ」

　決意とはこのことだったのかと、ルイーゼの胸はいっぱいになった。こんな決意をしてくれたことが嬉しいが、それをこうして伝えてくれることも嬉しい。

　だが、同時に不安にもなる。こんなふうなまっすぐな思いを向けられていいものだろうかという戸惑いもある。

「……それは、先生として？」

　はぐらかすように微笑んで問えば、カミルは静かに首を振る。

「今はそうでも、ずっとじゃない。いずれは、ひとりの女性としてそばにいてほしいって思ってるんだ。そのために、俺は立派になる。……用が済めばそれでさよならなんてことは考えないでくれよ。これから、ずっと、そばにいてほしいって言ってるんだ」

　はぐらかすこともわからないふりもできないくらい、わかりやすくまっすぐに言われて、ルイーゼは息を飲んだ。

　こんなに誠実に言葉を紡がれて、はぐらかすのは褒められたことではない。それに、ルイーゼ自身がそんなことをしたくはなかった。

「……わたくしも、あなたが立派になるのを隣でずっと見ていたいです」

　静かに想いが重なり合った証しに、ふたりはそっと唇を重ねた。










第三話











　互いの想いを確かめあったあとも、ルイーゼとカミルは表面上は教師と生徒の関係を続けていた。

　相変わらず使用人たちは温かく見守ってくれているが、それでも引いておくべき一線はある。そこをうやむやにしてしまえば頑張れるものも頑張れなくなるということを、ルイーゼもカミルもわかっているのだ。

　今はまだ、手を取り合える時期ではないが、いずれは――言葉にせずともその想いがあるからこそ、ふたりとも気を引き締めていることができた。

　そんなふうにカミルを紳士として磨き、彼自身も自分を磨くことに力を入れていたある日のこと。

「ルイーゼ先生、大変だ！　ローデンベルト伯爵……父から手紙が来たんだ！」

　朝の身支度を整え、朝食室へとルイーゼが向かっていると、慌てた様子でカミルが出てきた。その手には、手紙を持っている。彼の様子から、もしかしたらよくない手紙なのかもしれない。

「カミル様、どうされましたか？　そんなふうに慌てて動くものではありません」

「……そうだな。でも、父から手紙が！」

「何が書かれていたんですか？」

「それが……」

　動転した様子のカミルをなだめ、朝食室のテーブルに再びつかせた。それから手紙を受け取って、ルイーゼは彼が何に慌てていたのか理解した。

「読めなかったんですね」

「俺、ちゃんと勉強してるはずなのに！」

「これは……伯爵の悪筆が原因です。肉筆の手紙は、ものによっては解読に修練が必要なんです。一緒に読んで慣れましょうね」

　便箋の上に踊る気難しいミミズのような字を目にして、ルイーゼはカミルに同情した。これでは、読ませることを意識した丁寧な文字を見るのに慣れている彼には、古文書を読むのと同じくらいに難儀するだろうと。ルイーゼだって、こういった読みやすいとは決していえない文字に幼い頃から慣れているだけで、得意とは言い難い。

「ルイーゼ先生が俺に字の練習をさせたがる理由がわかるぜ。それで、何て書いてあるんだ？」

　ルイーゼが解読するのを隣で見守りながら、カミルは妙な納得の仕方をしていた。父親の悪筆を反面教師にするのは構わないが、いずれこの手の文字も自分で読めるようにならねばという意識も持ってもらいたい。

「今度の知り合いの夜会で、カミル様を次期伯爵、つまりは自分の息子として表に出したいということらしいです。まずは内々に、ということみたいですね」

「どういうことだ？　もう俺はお披露目されても大丈夫だろってことなのか？」

「そうではなく……おそらくは試されるのではないかと。カミル様がこれまでの間に伯爵のお眼鏡に適うほどの成長をしたのか確かめるつもりでしょう」

「そういう意味か……」

　ルイーゼの解説により、カミルは顔を青くした。だが、顔面蒼白になっているのはカミルだけではない。

「……夜会にはわたくしも同伴しろと書かれています」

「責任者として、ルイーゼ先生にもついてこいってことか？」

「おそらくは……そのときの振る舞い如何によっては、別の教師の宛てを探すつもりかもしれません」

　カミルにとっての試験ではなく、ルイーゼにとってもそうであるだろうことがわかって、ふたりで顔を見合わせて重い溜め息をついた。

　いつまでと期限を区切っての仕事ではなかったため、じっくり構えてもいいものだと勝手に考えていたが、よく考えればこんな日がいつ来てもおかしくなかったのだ。

　むしろ今日まで何の連絡もなく、視察に訪れる様子もなかったということは、信頼されていたのか、そこから試されていたのか。どちらにしても今回の手紙は、ルイーゼにとって胃の痛いものになった。

　だが、カミルはルイーゼと違い、いつまでも青くなっているばかりではなかった。

「この夜会が父親や、貴族社会に認められるかどうかの試験になるっていうのは、確かに恐ろしい。でも、認められるいい機会かもしれないってことだよな？　ルイーゼ先生は、立派な貴族のご令嬢だ。そして立派な先生だ。だから、俺はそんな人の隣に立つに相応しい男として人前に出ればいいだけだ。それなら、やれる気がする！」

　カミルはしばらく腕を組んで悩んでいたが、どこか吹っ切れたようにそう言った。その顔に曇りはなく、自信に満ち溢れている。虚勢を張っているわけではなく、本当にできると信じているようだ。

　ルイーゼがこの別邸にやってきて三ヶ月、カミルは毎日地道に努力してきた。年季の入った貴族には及ばない部分は当然あるだろうが、ひとりの紳士としてみれば恥じるところはないとルイーゼも教師として胸を張れる。だから、彼自身がこれだけ自分の成長を実感できているのは、とても喜ばしいことだ。

「夜会はこれから一ヶ月後。心の準備も対策もできるだけの時間があります。こういったことは慣れと度胸です。ですから、できうる限りのことをして望んで、あとは堂々としていれば大丈夫ですよ」

　試されるのだとわかって怯むようであれば、自分とカミルのこれまでの日々を否定することになると思い、ルイーゼは力を込めて言った。自信があるのなら、むしろ挑んでいく気持ちでいなければいけない。挑んで、絶対に認めさせるのだという思いがルイーゼの中に湧いていた。

「そうだな、やってやらないと。ルイーゼ先生が、俺の大切な人が、すごいんだってことを父に認めさせてやる。俺を認めさせるってことは、俺をここまで導いたルイーゼを認めさせることになるから、負けるわけにはいかないな」

　カミルは整ったその甘い顔に笑みを浮かべ、パチッと片目を瞑ってみせた。出会ったときからカミルがよくする魅力的な表情だが、ここにきてさらに洗練されているように感じられる。

　こんなふうに茶目っ気あふれる彼のことを、ルイーゼは愛しく思っているから、ぜひ父親であるローデンベルト伯爵に認めてもらいたいと改めて思った。




　それからの日々は、夜会に向けてふたりでより一層熱心に取り組んだ。

　主に力を入れたのは、会話を始めとした社交術とダンスだ。政治や経済、芸術に関して話題を振られてついていけなければまず男性貴族と渡り合っていくのは難しいし、ダンスが踊れなければご婦人との交流もできない。

　貴族社会でものをいうのは、やはり社交術だ。本来なら若いときから様々な場面で築くべき基礎的な人間関係がないカミルにとっては、突然その身ひとつで乗り込んでいって開拓していくわけなのだから、普通の人よりも社交術は必要とされる。

　だが、生ぬるく生きてきたわけではないから、カミルは頭の回転も速く、機転がきくため、会話の中で便利に使えるフレーズをいくつか教えれば乗りきれそうだった。

　ダンスも、身体能力が高くセンスもあるため、はしゃぎ過ぎなければおそらく問題はない。

「いよいよですね。カミル様は立派な旦那様になられましたし、ルイーゼ先生もとってもきれいですから、きっと大丈夫だと思います」

　認められることだけを考えて迎えた夜会当日。

　着飾らせたルイーゼを鏡の前に立たせて、アデリナは誇らしげな表情を浮かべていた。

　鏡に映るルイーゼは、夜会のために仕立てたドレスを纏っている。目の色に合わせた青のドレスで、生地の手触りや使われているレースの繊細さから、ルイーゼが今まで身に着けてきたどのドレスよりも上等なものであることがわかる。カミルたちがこだわり抜いて選んだもので、その甲斐あってルイーゼの持つ魅力を最大限に引き出している。

「おかしなところはないかしら？　……カミル様は立派よ。でも、私が足を引っ張ってしまったらどうしようかと思って」

　丁寧に巻いてから結い上げた髪を撫でつけながら、ルイーゼは不安な気持ちで鏡の中の自分を見つめた。アデリナの腕を信じているが、自分のことはあまり信用できない。何せ、社交界では華になることができなかった存在なのだから。

　この屋敷のみんなはきれいだなんだと言ってくれるが、いざ夜会に行ったら華やかで美しい令嬢などいくらでもいて、その中では見劣りする存在だということを思い出させられるだけかもしれない。

「先生はどこからどう見てもきれいですよ。日頃の飾らない凛とした姿も素敵ですけれど、こうして着飾るとやっぱり素敵ですね」

「それはあなたの腕がいいからよ、アデリナ」

　ルイーゼが素直な褒め言葉を口にすると、アデリナはパッと顔を輝かせた。

「本当ですか？　嬉しいなあ。だったら、ルイーゼ先生がカミル様の奥様になったら、私のことを奥様付きのメイドにしてくださいね。精一杯お世話しますよ！」

「奥様だなんて、そんな……ありえないわ」

　褒められたのがよほど嬉しかったのか、突拍子もないことを言い出したアデリナに、ルイーゼは戸惑った。だが、冗談ではないらしい。

「ありえます。だって、伯爵が先生をわざわざ呼びつけているのって、きっと嫁いでくる者としての資質を見るためでしょ？」

「そうなのかしら？」

「そうですよ。じゃないと不自然ですもん。そうじゃなかったとしても、カミル様とルイーゼ先生はお互いに好き合っているんですから、問題ありません」

　とにかくルイーゼとカミルの仲がよければそれでいいという感じで、アデリナは言いきった。

　貴族社会はそんなに単純ではないし、懸念がないわけではないが、明るく言い切られてしまうとそんな気がしてくる。何より、ルイーゼもそうであればいいなと思えている。

「それじゃあ、カミル様がきちんと立派になったのだとローデンベルト伯爵にお見せしてくるわね」

　屋敷の使用人たちに見送られ、ルイーゼとカミルは夜会の会場に向かった。

　ふたりは車の中でひどく緊張していたが、会場に着いてからはローデンベルト伯爵と合流できたため、そこからは彼に案内を任せていれば問題なかった。

　伯爵はカミルとルイーゼを一瞥したあと何も言うことはなく、淡々と会場内の知人たちにカミルを紹介して回った。「訳あって離れて暮らしていた息子だ」という、嘘は言っておらずとも曖昧な表現での紹介だったが、誰も深く言及することはなかった。ルイーゼについて紹介を求められると、「息子がお世話になっているフォルクマン家のルイーゼ嬢」というだけで事足りてしまって、ルイーゼは何だか拍子抜けしてしまった。

　夜会は伯爵が言っていたように大規模なものではなく、食事のあとは談話室で各々お酒を飲みながら談笑したり、ゲームに興じたりすることで進んでいった。社交の場ではさすがにべったりカミルに付き添っているわけにはいかなかったが、彼は彼でうまくやっているようだった。

　ルイーゼのほうは母の知り合いだというご婦人に捕まってあれやこれやと尋ねられて少し困ったものの、「他家へ嫁ぐ前に見聞を広げておこうと思いまして」と答えると何やら納得した顔をしていたから、おそらくはルイーゼの結婚の意思を確認したかったのだろう。これがカミルと出会う前のルイーゼだったら、きっと答えに窮したに違いない。そういった受け答えができたのは彼との関係に少し自信を持てるようになったからだろうと、ルイーゼは自分自身に安心した。

「この短い期間に、本当に立派になったな。我が家の跡取りとして、申し分ない。ルイーゼ嬢も、今日までよくしてくれてありがとう。今後も励んでくれ」

　会場をあとにする際、これまでずっと何も言わずにいたローデンベルト伯爵が、そんなことを言った。わかりやすい労いの言葉だ。

　こんなふうにまさか褒めてもらえるなどと思ってもみなかったから、ルイーゼもカミルもその場ではただそれを受け止めるしかできなかった。

　その喜びが爆発したのは、屋敷に帰り着いてからだった。

「ルイーゼ、踊ろう！」

　緊張と久しぶりの夜会で疲れ果て、のろのろと寝るための支度をしていたルイーゼの部屋に、カミルが突然やってきた。いつもなら必ずするノックも、声かけすらもなかった。

「踊ろうって……まさか今夜は踊る機会がなかったから体力が有り余ってるだなんて言う？」

「違う。嬉しいんだ！　伯爵が、父が、俺を認めてくれた！　その喜びを噛みしめるには、君と踊りたいって思ったんだ」

「きゃっ」

　カミルは鏡台の前に座っていたルイーゼを立たせると、無理やりダンスの構えをとる。そしてそのまま、デタラメなリズムでステップを踏んだ。だが、そのうちにそれすらもどかしくなったのか、ただルイーゼの体をギュッと抱きしめ、くるくる回り始めた。

「ちょっとカミル……目が回るわ！」

「こうでもしないと俺は喜びでどこかへ飛んでいってしまいそうだ！　だって、父が認めてくれたんだぞ！　あの言葉は、間違いなく俺たちに向けられたものだ！　俺たちの仲を認めてくれたってことだ！」

　カミルは喜びで体が弾けてしまいそうなのを必死で抑えているかのように、強く強くルイーゼの体を抱きしめた。そんなふうにされると正直言って痛かったが、彼の嬉しい気持ちはわかるから、文句も言わずに耐えた。それに、飛んでいってしまいそうな気持ちは、ルイーゼも同じだった。

「……やっぱり、認めてくださったのよね？　信じられない」

「認めてくれたんだよ！　きっと、最初からこうなることが狙いだったんじゃないか？」

　ルイーゼを抱いたまま、カミルはベッドに飛び込んだ。そして、熱っぽい視線を向けてくる。

「ルイーゼ、俺は頑張ったよな？　父に認められる立派な紳士とやらになれたんだよな？」

　彼の腕に閉じ込められた状態でそんなことを尋ねられ、ルイーゼは戸惑っていた。答えはわかりきっているのに、わざわざ尋ねる理由は明白だ。この問いに頷けば、きっとこれまで越えずにいた一線を越えてしまう。その確認を、カミルはしようとしているのだろう。

　それを喜びと恐れを感じながら聞いているルイーゼは、小さく頷くことしかできなかった。

「それなら、約束通りご褒美がほしい。君がほしいんだ、ルイーゼ」

　はっきりと求められているとわかって、ルイーゼは自分の体が熱を持つのを感じた。胸が高鳴るのも。愛する人に求められて嬉しくない女などいない。そして自分もどうしようもなく女なのだと理解させられて、そのまま流されてしまいたくなる。

　だが、どうにか理性で留まろうとした。

「いけないわ……こういうことは、本当に結婚してからでなくては」

「わかってる。でも、俺たちを阻むものなんてないだろ？　少し順序が逆になるだけだ」

「それがいけないの。神を前に誓うまで、清らかでいなくてはいけないのよ」

「愛し合うことが汚れだなんて思わない！　それに……今日までずっと耐えてきたんだ。君に触れることだけ考えて頑張ってきた。ひとつ屋根の下、夜中に何度も君の部屋に行くことを考えては思いとどまってきた。でも、もう待てない！」

「ん……」

　言い合いの末、カミルはルイーゼの唇を強引に奪った。デートに行ったあの日口づけたきり、これまでずっと耐えてきた代わりだと言わんばかりの、荒々しい接吻だった。

　ルイーゼは何とか抗い、カミルから離れようとするが、そのうちに呼吸が苦しくなって、それに伴い目眩と甘い痺れのような感覚にやがて動けなくなった。

　想いに突き動かされているのは、カミルだけではない。ルイーゼも口づけによって最後の箍たがが外れ、もう本能を抑えることができなくなってしまった。

　愛する人を前にして、愛する人に求められて拒むことは難しい。ルイーゼの心もまた、カミルとひとつになりたがっていた。

「ルイーゼ、好きなんだ。俺の想いを受け止めてくれ」

「……はい」

　口づけをやめ見つめあい、鳶色の瞳にルイーゼは返事をした。

　ルイーゼは初心ではあるものの、何も知らない子供ではない。再び口づけられながら身につけているものを一枚、また一枚と脱がされ肌があらわになるうちに、自分がいけないことをしているのはわかっていた。婚姻前に清らかでなくなることは、貴族の令嬢にとっては道を踏み外すことに等しい。

　だが、そんなことが頭をよぎっても、愛する人と肌を重ねたいという欲望を捨て去ることはできそうになかった。

　もとより、働くと決めたときに貴族として生きることは諦めたはずだ。それならば、今の自分は道を踏み外す貴族の令嬢ではなく、ただ愛する男に求められている女なのだと思うことにした。

「……きれいだ、ルイーゼ」

　生まれたままの姿になったルイーゼを見て、カミルは甘く息を吐いた。見つめられるだけでそこから溶けてしまいそうで、ルイーゼは何も纏っていない彼の体に手を伸ばす。

　どこに触れても柔らかく頼りない自分の体と違い、ほどよく筋肉が乗ったカミルの肌は逞しく、だが触れてみると温かくて湿っているのがわかって、その事実にルイーゼは自分の中で何かの衝動が少しずつ熱を持ち始めるのを感じていた。

「んん……」

　カミルに触れられて、思わす声が漏れてしまう。彼はルイーゼに口づけながら、肩に、腕に、脇に、それから胸にそっと指先を滑られた。

　触れられるというほどの接触ではないはずなのに、その優しい手つきに体が解されていくようだった。だから、そんなふうにほぐされたあと、確かな力を込めて触れられると、驚くほどの快感が走った。

「……あぁ、んっ」

　形が変わるほど強く胸を揉みしだかれ、ルイーゼは思わず小さく悲鳴をあげた。だが、それは悲鳴というよりは媚びるような甘い声で、それを聞いたカミルが嬉しそうに笑った。

「なんて可愛くて、きれいなんだろう……俺に触れられて、ルイーゼも気持ちよくなってるんだね。ここなんて、触ってほしくて立ち上がってきたよ」

「んんっ」

　カミルは指先で転がすようにして、ルイーゼの胸の頂に触れた。真っ白な肌の上でそこだけまるで花の蕾のようにほんのり色づいていて、触れられるほどに自らの存在を主張してくる。

「きゃ……だめっ……あぁっ、ん……！」

　我慢できないというように、カミルはルイーゼの胸に吸い付いた。蕾を舌で捕まえて、転がすようにして執拗につつく。

　これまでずっと無垢なまま生きてきたルイーゼにとって、そうして与えられる快感は未知のものだった。気持ちがよくなるたびに腰が跳ね、痺れるみたいな感覚が全身を走るたびに仔猫のようななき声が口から漏れた。

　胸の蕾から始まった愛撫はいつしか全身に及び、舐められ撫でられているうちにいつの間にか、ルイーゼは脚を大きく開かされていた。そして、日頃は秘められた茂みの中心に、カミルのものを宛がわれていた。

「ルイーゼ、大丈夫だから息を止めないで」

「でも……怖いの」

「俺が君を傷つけたりするものか。信じて」

「ん、う……」

　そちらを見ることはできないが感触から何となく恐ろしくて、ルイーゼはキュッと体を強張らせた。それをほぐすようにカミルはルイーゼの瞼に口づけを落とし、少しずつ繋がりを深くしていった。

　カミルのものは不慣れなルイーゼの体には大きく感じられるもので、それが内側へと侵入してくるのは身を裂かれるような恐ろしい感覚だった。だが、ゆっくりと腰を進められ、それをすっかり中に飲み込むことができたときは、痛みや恐ろしさよりも、愛する人と深いところで繋がれたのだという気持ちで満たされた。

「ルイーゼ、俺と君は今、深いところで繋がっているよ。こんなに素晴らしい気分は、生まれて初めてだ」

　熱の塊でルイーゼを深く深く貫きながら、カミルは恍惚の溜め息を漏らした。ルイーゼはその熱杭の圧迫感に慣れようと呼吸を整えるが、カミルはそれを待たずに今度は大きく腰を揺らす。

「あっ、ぅんん、んっ、ん……」

　熱く逞しい彼のものを抜き挿しされるたび、その圧倒的な質量にルイーゼは身を引き裂かれる心地がした。だが、そうして何度も体を揺らされるうちに、痛みとは別の感覚が内側から湧いてくる。

「……ルイーゼ、よくなってきたんだね？　もっとよくしてあげる」

「ん、はぁっ……あぁ、んっ」

　ルイーゼの反応からどこが快楽をもたらしているのか探って、時代にカミルはそこを攻めるようになった。そのうちにルイーゼはカミルに与えられる快感ばかりを味わうようになり、揺らされるのに合わせて声をあげる。

「……ルイーゼ、愛してる」

「私も……好き、大好き……愛してるわ」

　深く深く繋がって幸福感に包まれながら、ルイーゼとカミルは何度も愛の言葉を囁やき合った。

　そのときふたりはまさしく幸福で、これからもこの幸せが続いていくのだと、なんの疑いもなく信じていた。







　そんな幸せの絶頂を噛みしめた夜から少し時間が経ったある日のこと。

　ルイーゼはローデンベルト伯爵に呼び出され、伯爵のいる本邸へと呼び出されていた。

　ルイーゼ宛てに手紙が来て、ルイーゼのみ呼び出された時点で、何となく嫌な予感はしていた。もともとその日はちょうどカミルは夜会で知り合った人物に呼び出されており、予定が合わなかったのだが。

　呼び出しの名目が「今後の契約について話し合いたい」とされていたことから、もしかすると報酬や条件について変更があるのかもしれないと前向きにとらえようとしてみたが、やはりどうにも落ち着かない気分だった。

　だから、屋敷に通され応接室で伯爵と対峙したとき、彼が発した第一声を聞いて、嫌な予感はこれだったのかと腑に落ちたのだった。

「ルイーゼ嬢には、別の働き口を紹介したいと思っている」

「……それは、カミル様の家庭教師を辞めなければいけない、ということですか？」

「よくやってくれたからね。息子は誰かに何かを教わるという段階から次の段階へ進む時期が来たんだ」

　自分は厄介払いをされようとしているのだと、ルイーゼは理解した。貴族らしく、直接的な表現は全くしないが、伯爵はルイーゼを用済みだと言いたいらしい。

「どんな教師を宛てがえばあのどら息子をどうにかできるのだろうと悩んだが、ルイーゼ嬢は実によくやってくれた。――若く美しい娘なら、それ自体が褒美みたいなものだから簡単に奮い立つだろうと思ったが、本当に奮起してあそこまで変わるとはな。息子をやる気にしてくれたこと、感謝する」

「そんな……そんなことをしたわけでは……！」

　体を使ってやる気にさせたのだろうと暗に言われ、ルイーゼは恥ずかしさと怒りで頭が熱くなった。そんな色じかけのような真似をしたわけではないし、カミルもそんな獣のような動機で努力をしたわけではない。

　自分の存在だけでなく、彼の尊厳までも踏みにじるような伯爵の言葉に、ルイーゼは怒りが湧いて仕方がなかったが、こんなとき何を言い返せばいいかわからなかった。

「別段、君たちの仲を反対するわけでも非難するわけでもない。男と女だ。惹かれ合えば体を繋げることもあるだろう。だがな、人間には釣り合いというものがある。そこは弁えてもらわねば困るのだ」

　ようは、格が違うと言いたいようだ。家柄のことを持ち出されれば、ルイーゼは何も言うことができなかった。だが、まるで庭先で野良猫が盛ったかのような言い方をされると、カミルと交わした愛の言葉まで侮辱された気分になる。

「……わたくしが、没落寸前の男爵家の人間だからですか？　でも、わたくしとカミル様は愛し合っているんです！」

　ルイーゼはやっとのことでそう叫んだが、伯爵はそれを鼻で笑った。

「自分で自分の立場を弁えているではないか。そうだ。貧しい男爵家の娘より、侯爵家のご令嬢のほうが息子に相応しいと言っているんだ」

「侯爵家……？」

「この前の夜会で息子を見初めたというご令嬢がいるのだ。まだ躾も行き届いていない若輩者だからと断ろうとしたのだが、そのご令嬢はカミルがほしくてたまらず、夜も眠れずにいると聞いて気の毒でな」

「そんな……」

　条件のいい相手からの求めがあったから、おとなしく身を引けということらしい。伯爵は、「これだけ言えばわかるだろう」とでも言いたげな顔でルイーゼを見ていた。

　こうして対峙してみると、伯爵の面差しがカミルによく似ていることがわかる。伯爵もまた、若い頃は美しい青年だったのだろうと思って、ルイーゼは胸が苦しくなった。

　この男は、カミルによく似たこの顔で、カミルの母を捨てたのだ。そして、ルイーゼのこともカミルに捨てさせようとしている。

「ただで君を追い出す気はもちろんない。世話になったからな。給金は予定通り払うし、上乗せするつもりだ。それから……君の弟君のために、今いる学校よりさらにいい学校への推薦状を書こうか。それなら、君の当初の思いも無事に叶うだろう？」

　ルイーゼはまだ何も返事をしていないのに、言い返せないのが答えだと伯爵は考えたようだ。まるで好条件をちらつかせるかのように言っているが、これは脅しだ。

　ルイーゼがここで頷かなければ金は払わないし、まだ学校に通わなければならない弟にも累が及ぶことになると言っているのだろう。

「……わかりました。推薦状は結構ですが、今後あの子が困らないだけのお金は用意してあげたいと思っております。本来でしたら、もっと長く働いて給金がもらえるものと思っておりましたから」

「聞き分けがよくて助かる。ここに小切手を用意したから、これを持って速やかにあの屋敷から出ていってくれ。これ以上情が湧くと息子が気の毒だからな」

　こんな紙切れ一枚で……と悔しくなったが、ルイーゼはそれを受け取って丁寧に鞄にしまった。

　これすら受け取らなかったら、何も残らないと思ったのだ。お金を得るために始めたのだから、せめて弟のヨハンのために、家のために、これまでの働き分だけでももたらさなければならない。

「君は良い教師だったと斡旋所にも伝えておく。これから君はどこで働くにも困らないだろう。伯爵家の子息の教師を勤め上げたのだからな」

　上機嫌で言い添える伯爵には返事をせず、ルイーゼは黙ってローデンベルト家を出た。

　苦しくてたまらないのに、帰りの馬車の中では涙が出なかった。まるで、胸の中で悲しみが氷になってしまったようだ。

　重たくて冷たいものを抱えたまま別邸へと帰り着くと、門のところにアデリナと、屋敷の使用人たちが集まっていた。

　彼らの顔を見れば、状況はすぐに理解できた。

　ルイーゼは寸分の猶予もなく、この屋敷から立ち去らねばならないようだ。










第四話











　馬車から降りると、すぐにアデリナが駆け寄ってきた。

　彼女は涙ぐんでいて、手にはルイーゼがここに来るときにたったひとつ抱えていた大きめの旅行鞄を手にしていた。それを見れば、言葉を交わす前からいろいろわかってしまう。

「ルイーゼ先生、あの、あの……」

「伯爵から、わたくしの荷物を片づけるよう言われたのね？　そして、それを渡してすぐに追い出せと」

　この優しいメイドに言わせてはいけないと、ルイーゼは自分で理解して口にした。するとその瞬間アデリナは嗚咽を漏らし、他の使用人たちも一様に表情を暗くする。

「今、伯爵から直接暇を出されてきましたから……みんなにはよくしてもらったのに、こんな形で屋敷を去ることになってごめんなさい」

　あてが外れたでしょう？と言いかけて、さすがに止めにした。そんな言葉を口にするのはあまりに惨めだし、何よりこれまで親切にしてくれた彼らの心を踏みにじることになる。

　この屋敷の使用人たちはルイーゼによくしてくれたし、おそらくはカミルといずれ一緒になることを期待してくれていたし応援してくれていた。だが、カミルと結婚するだろうからルイーゼに親切だったというわけでは決してないとわかっている。

「アデリナ、奥様付きのメイドにしてあげられなくて、ごめんなさい」

「……ルイーゼ先生」

　これだけは言っておかなければと思って言ったのだが、余計に泣かせてしまった。アデリナはもう我慢ができないというように、ギュッとルイーゼにしがみついてきた。

「まだ本当はみんなと別れを惜しんでいたいのだけれど、カミル様が帰ってくる前に行くわね」

「そんな……せめてお別れをしなくてもいいんですか？」

「いいの。……たぶん、伯爵から本当のことは伝えられない。それなら、みんなもそれに合わせてね。真実を知ったって誰も幸せにならないもの。だから……勝手に自分の都合で出ていった酷い女ということにしておいて。そのほうが、きっとカミル様も前に進めるから」

　ルイーゼの覚悟に対して、誰も何も言わなかった。反論がないということは彼らも伯爵の意図はわかっているし、それに逆らうことができないのも理解しているのだろう。

　家庭教師は職場である貴族の屋敷で孤立しがちだというのが通説だ。それなのにこんなふうに打ち解けて、去るときには惜しんでもらえる自分は恵まれているとルイーゼは思うことにした。

　この先どうなるのかわからないが、これだけ温かい場所で働くことはきっとないだろう。

「それじゃあ、行くわね。今日まで本当にありがとう」

　一礼して、ルイーゼは歩きだした。ここから大通りに出れば馬車を捕まえられるだろうから、駅まで行ってひとまず実家へ帰ろうかと考える。

　実家とは特に不仲なわけではなく、ルイーゼのことを貴族社会に馴染まない変わった娘だととらえているだけだ。だから、突然帰ってきても驚きはしても歓迎されないこともないだろう。

　だが、それだけに両親に会うこともためらわれる気がしてきた。

　お金のためとはいえ、貴族として生きる道を捨てた娘が、結局貴族と恋をして道を踏み外して戻ってくるのだ。彼らはそのことをどこかで耳にしてもルイーゼを咎めはしないだろうが、きっとがっかりはする。それにもしかしたら、迷惑をかけてしまうかもしれない。

（わたくしはきちんとしていると思っていたのに……そんなこと決してなかったわ。結局わたくしはつまらない女だった。欲に負けて身を持ち崩して仕事を失った、だめな女……）

　家のためにお金を得たいと考えるなら、もっと貪欲になればよかったのだ。相手なら誰でもいい、とにかく金を持ってさえいればいいと思って探せば、おそらく候補者は何人か見つけられただろう。

　そんなこともせず、自分は労働のできる高尚な人間だからと働かぬ周囲の人間を見下して、家のために結婚することから逃げたのだ。

　逃げた先で得たものが何もないわけではないのはマシと言えるが、失ったものに比べればわずかなものだ。

　実家に帰っても事実を知られれば、きっと哀れんだ両親が結婚相手を探すだろう。だが、清らかではない身になった女性の嫁ぎ先など、親子以上に年の離れた男の後妻になるくらいしかない。それが必ずしも不幸な生き方とは言わないものの、ルイーゼの望むものではない。それならばこれからは自分を生かしていくために、どこかで新たに働くのが最適解だろう。

　そう考えると、恋も知らずにずっと独身で家庭教師を続けていく人生よりも、わずかな期間でも誰かに愛されることを知れたのは幸せだったのかもしれない。これからは知らない土地で、カミルとの思い出を抱えて生きていけばいい。

　絶望ばかりではないと気がついて、ようやく歩く足取りにも力が入ってきたと思ったそのとき。後ろから近づいてくる人の気配があった。駆けてくる足音だ。

　ぶつかられてはかなわないと反射的に避けつつ後ろを振り返ったルイーゼは、視界に飛び込んできたものに目を疑った。

「……カミル様」

「ルイーゼ！　待ってくれ」

　走ってきていたのはカミルで、どうしようかと迷った据えに走りだそうとしたルイーゼだったが、すぐに捕まってしまった。

　夜まで屋敷に戻らないと思っていたし、まさか追いかけてくるなどと想定していなかったから、ルイーゼは混乱した。

「おかしいと思って慌てて戻ってきたら……戻ろう、ルイーゼ。君が出て行くことなんてない！」

　ルイーゼの腕を強く掴んで、カミルは自分のほうに引き寄せた。逃れようとする間もなく彼の腕の中に閉じ込められ、身動きが取れなくなった。

「でも、カミル様……伯爵がもう私は用済みだと。それに、侯爵家のご令嬢との縁組みを進めたいとおっしゃっていました。だから……私は去るべきなんです」

「あの父親が何だって言うんだ！　それに侯爵家の令嬢？　そんなやつ俺は知らない！　知らないやつとなんて結婚できない！」

「これから知り合っていけばいいですから」

「そんなの、ルイーゼが追い出される理由にならない！」

　冷静に諭そうとするが、カミルは子供の駄々っ子のようになっていて、聞き分けてくれる様子はない。

「屋敷に帰ったら、みんなが暗い顔をしてた。伯爵にルイーゼが追い出されたって聞いて、急いで走ってきたんだ。何で俺が帰ってくるまで待ってくれなかったんだ？」

　先ほどまでの大きな声とは違い、カミルはか細い声で言う。そのすがるような声に、ルイーゼは胸が詰まった。

　だが、逃げられないのなら説得して、この腕を解いてもらうしかない。こんなふうにすがられても、カミルのもとを去るのが正しいのだから。

「カミル様、貴族には貴族の役割があります。婚姻も、その役割を果たすための必要なことなんですよ」

「それなら、俺はルイーゼと結婚する。ルイーゼだって、男爵家の人間だろ？　それなら、問題はないはずだ」

「あるんです。私の家なんて爵位があるだけ。没落を待つだけの名ばかりの貴族です。ローデンベルト伯爵家には、全く釣り合いが取れていないんですよ」

「俺は家と結婚するわけじゃない」

「でも、それが貴族なんです。……私といるより、幸せになれるはずですから」

　顔は見えないが、カミルが傷ついたのが気配で伝わってきた。そんなふうに傷つけるのは本意ではないが、離れられるならそれでいい。

　ゆっくりと、カミルが腕を解いてルイーゼを離した。ようやく向き合うことができるようになって、彼が泣いていないか心配だったが、涙を流すどころかその目には覚悟が浮かんでいた。

「それなら俺は、貴族を辞める。愛する女ひとり大事にできないで、何が貴族だ。跡取りなんて知ったことか。俺は、あの父親と同じようになるのだけはごめんだからな」

　カミルは整えていた髪を、手櫛でぐしゃぐしゃにした。それから、首に結んでいたタイを緩め、上着も脱ぎ去ってしまう。

　そうして、彼を整えて見せていたものをひとつひとつ取り去っていくと、ただの美しい男が現れる。

「俺はカミルだ。ローデンベルト伯爵家のカミルではなく、何もないカミルだ。でも、何も持たずとも愛する女を幸せにできる。むしろ、不幸にして泣かせるくらいなら、何もいらない」

　カミルは、ルイーゼの目をじっと見て言った。その視線に射抜かれて、ルイーゼは動けなくなる。腕を掴まれたときよりも、抱きしめられたときよりも、見つめられている今が、もっとも彼に繋がれている。

「たとえ貧しくても、ふたりで生きていこう。君が隣にいないのなら、貴族なんてやっていられない」

　どうあってもこの人は自分を手放す気はないのだろうなと思うと、ルイーゼはどうしようもなく嬉しくなってしまっていた。喜ぶべきではないのに、彼の幸せを思うなら走ってでも逃げるべきなのに。だが、嬉しい気持ちはどうしようもなかった。

「……伯爵の位を継げば、あなたのお母様はきっと喜ぶはずよ。それに、もう貧しい思いもしなくて済む」

「豪華な食事やきれいな服なんていらない。愛する女が隣にいないなら、そんなものがあっても、空虚なだけだ」

「でも……いい領主になるって、責任を果たすって言ってたじゃない」

「領主の責任は、たぶん他にも果たせるやつがいる。むしろ俺より適任がな。別に、親戚縁者みんな死に絶えたわけじゃないんだからさ。でも、ルイーゼを幸せにするのは俺にしかできない。ひとりで泣かせる気も、他の男にその役目を渡す気もないんだ」

「カミル……」　

　気がつけば、ルイーゼの頬を涙が伝っていた。悲しみの涙ではない、温かな涙だ。

　カミルは今、様々な言葉でルイーゼに「愛している」と伝えてくれている。それを拒むことはできないし、拒む気もなくなっていた。

「……愚かな女でごめんなさい。きっと、みんなわたくしを馬鹿だと思うでしょうね」

　嬉しいと思うとともに胸が痛んで、ルイーゼはただ喜ぶことができなかった。ルイーゼがカミルを愛することがなければ、カミルがルイーゼを愛することがなければ、すべて丸く収まっていたはずなのだから。

「俺が愛する人が愚かなものか。それに……ここでもしルイーゼの手を離したら、俺のほうこそ愚かな男になる。体面や自分の立場のために俺の母を捨てた伯爵と同じになる。俺をそんな、薄情で冷酷な男にさせないでくれ。誰に恨まれたっていいんだ、一緒に生きよう」

　カミルの言葉には、かなりの覚悟が込められているのを感じた。この想いに応えるには、自分も覚悟をしなければならないとルイーゼは悟った。

　この手を取るには、覚悟が必要なのだ。何かを失う覚悟を。誰かに恨まれる覚悟を。

「……はい」

「よし、それなら行こう」

　頷いたのを合図に、カミルはルイーゼの手を取って駆け出した。その足取りに迷いはない。

　ふたりはそのまま駅まで駆けていき、列車に乗り、遠くまで揺られていった。

　これからあてどもなく揺られていくのかとルイーゼは考えていたのだが、そうではなかった。

　カミルには考えもあてもあり、半日ほど揺られてたどり着いた駅で降りた。そしてそこから親切な人の馬車に乗せてもらい、小さな農場に到着した。

　その農場はカミルの母の親戚が管理しているところらしく、親戚は訪ねてきたカミルを見ても、「行くところなくなったのか」と言ったきり何も聞かなかった。

　寡黙で少し気難しいところのある老人だが、不親切な人ではなかった。すぐにふたりが住むための家を手配してくれ、簡単に仕事を教えてくれ、慣れないうちは「もらってきた」と言ってパンや食材を運んできてくれた。

　ルイーゼは田舎でのその生活に戸惑うばかりだったが、カミルは反対に活き活きとしていった。都会のあの屋敷の中では何もかもに不慣れな頼りない存在に見えたのに、ここではカミルは何も知らない男ではない。

　これほどまでにカミルが頼りになると思う日が来るとは思ってもみなかったルイーゼは、慣れない火起こしやその火を使っての料理などを彼に手助けされるたびに、彼の持つ力や能力というものに感心するのだった。

　そうして本来持っていた力を取り戻していくカミルに対して、ルイーゼは自分の無力さと向き合っていた。何でもできるだなんて思い上がりだったのだと、なかなかうまくいかない家事全般に対して感じていた。

　それでも、ふたりでいるのは幸せで、誰にも阻まれることなく想い合える幸福を噛み締めながら過ごしていた。動物たちを小屋に返して、農場の柵にふたりで腰かけて沈む夕日を眺めながら、貧しくとものんびり暮らしていくのも悪くないと思っていた。

　カミルが「おじさん」と呼ぶ親戚の老人も交えて夕食を食べたり、彼の農場をたまに手伝いに行ったりして、穏やかな日々を過ごしていたある日のこと。

　日頃は寡黙な彼が、暖炉の火に当たりながらポツリと言った。

「ずっとここにおるわけにもいかないだろうよ。人にはな、やるべきことや立つべき場所があって、それからはなかなか逃れられんて。あんたらが迷子になっとるようだったから休ませてやろうと思っただけで、ここはずっとおれる場所ではないぞ」

　老人は怒っているようでも咎めるようでもなく、淡々と言った。日頃から喜怒哀楽がわかりにくい、気難しさを感じさせる人物ではあるが、そのときはさらに輪をかけて意図がわかりにくいとルイーゼは感じていた。

　だが、カミルはそうではなく、何かを感じ取ったようだった。

「別に逃げてきたわけじゃない。覚悟を決めさえすれば、どこでだって生きていけるって思って、ふたりでここで生きていこうと思って来たんだ」

「それはな、すべて手を尽くしきった人間の言うことだ。ここへ流れ着くのは、最後の最後だろうさ。あんたは、この娘さんを幸せにするためにすべてやりきったのか？　違うだろ？　どうせ頭を下げやすい人間に頭を下げて、自分には覚悟があるんだと錯覚して、強くなったつもりでここにいるんだろ？　だがな、そんなんじゃ早晩破綻する。筋を通さん人間は、どこでだって生きられんさ」

　ルイーゼには老人の言葉が辛辣であること以外何もわからなかったが、カミルにはかなりの衝撃のある言葉だったようだ。

　彼は何度か顔を上げ、拳を握りしめ、何か言い返そうと口を開きかけたが、結局何も言うことができなかった。

　そばで一緒に聞いていたのに、ルイーゼだけが何も理解できていなかった。

「……本当だな。おじさんの言うとおりだ。俺は、自分の慣れ親しんだ生活にルイーゼを巻き込もうとしていただけだった。不慣れな、あるかどうかわからない幸せを目指して進むより、よく見知った不幸の中で小さな幸せ探しをして生きてこうとしてたんだ」

　泣き笑いみたいな表情になって、カミルは溜め息とともにそんな言葉を吐いた。彼が自身を情けなく思っていること以外、ルイーゼには何もわからない。

「君の手はきれいだ。君の心根はまっすぐだ。優しくて、人に分け与えることを知っている。それは、君が大切に育てられた人である証しだ。君が自分の実家を居心地のいい場所だと感じていたかどうかはわからないが、君をそんなふうに豊かに育んでくれた場所にまず、俺は訪ねて行って許しを乞うのが先だった。……おじさんに言われるまで、そのことから目をそらしていたよ」

「カミル……」

　カミルはルイーゼの手を握り、まるで懺悔するかのように言う。彼に言われて初めて、ルイーゼは自分も両親に不義理をしていたことに気がついた。

「勝手に世界のすべてを敵に回したみたいに思い込んで、勝手にここまで逃げてきたけど……試す前から反対されるって恐れてただけで、本当のところはどうなのかわからないもんな。俺は、ルイーゼを幸せにするためにまず君の両親に頭を下げるべきだった」

「本当に、そうだわ……わたくしも、誰にも味方してもらえないものだと決めつけていたの」

　言いながら、ルイーゼの脳裏に両親の顔が浮かぶ。彼らは良くも悪くも貴族的な人たちで、そこが自分と合わないと思ってはいたが、これまで一度もルイーゼのことを否定したことはなかった。

　そもそも、こうして今ルイーゼが生きていられるのも、家庭教師で身を立てていこうと思えたのも、彼らがルイーゼにきちんと関心を寄せ、困らない程度の教育を与えてくれたからだ。

　反対され、勘当される可能性が全くないわけではなかったが、まずは実家に戻って彼らと話すべきだった。諦めるのは、味方はいないと判断するのは、それからでもよかったはずだ。

「何もかもうまくいかないって思ったほうが若いやつの恋愛は楽しいのかも知れんが、人生に関わるもんなんだからちゃんと考えろ。ふたりきりで生きてくぶんにはそれでいいのかもしれんが、いずれ親になったとき子供に皺寄せがいくのだけはやめろよ」

　老人の言葉に、カミルが苦い顔をした。

　伯爵の家を追われてからカミルの母はきっと彼女のできる限りのことを必死でやったのだろうが、他にやれることがあっただろうと老人は言いたいようだ。

　酷な言葉だが、わずかでも貴族社会を覗いたカミルなら、その言葉の意味が少しはわかるだろう。悪いのはやはり伯爵ではあるが、カミルの母にもやりようがあったというのはルイーゼも理解できる。もちろん、そんなものにすがらず自分の手で息子のカミルを育てたかったという、彼女の矜持も理解できるが。

「意地張ってて楽しいのは本人だけだ。本当に一緒にいる家族のことを思うなら、そのとき取れる最善をまず尽くしてみるべきだろう」

「そうだな……結局、貧乏してでもここで生きていこうなんて考えたのは、ただ単に反発したかっただけかもしれない」

「下げれるところに頭を下げ尽くして、それでだめだったら戻ってこい。豊かじゃなくてもそこまで貧しくないように暮らせる知恵くらい授けてやる」

「おじさん……ありがとう」

　老人の言葉にカミルがしみじみ言うのを聞いて、ルイーゼも感じ入るところがあった。

　耳に痛いことではあったが、言ってもらえてよかった。指摘されずにいても、どうせいずれ自分たちで気がついたことだ。後悔とともに。悔いることになる前に言ってもらえたことを、ルイーゼは感謝した。

「あんたの母親……ビアンカには何もしてやれず、何も言ってやれなかったからな。あのときの後悔を死ぬまで抱えてるのが嫌で、息子のあんたに偉そうに言葉をかけただけだ」

　老人が苦笑いとも微笑みともつかない表情で言うのを、ルイーゼとカミルは手を取り合って聞いた。「あんたらが素直に聞いてくれたから教えるが、村の近くをこの辺には不釣り合いな身なりのいい紳士がうろついていたらしい」

「え？」

　胸にしみる話から一転。老人が今度は不穏なことを言い出した。

　身なりのいい紳士に心当たりがあるため、どうしても警戒してしまう。だが、老人はルイーゼたちを不安にさせようと思っているわけではなそうだった。

「ビアンカを捨てたあのクソ貴族のことを心配しているんだろうが、あんたには似ていなかったようだ。黒髪で、恰幅がいい穏やかそうな男だったというから、案外あんたらには関係のない、ただの金持ちかもしれないけどな」

　すぐに頭をよぎったのはローデンベルト伯爵だったが、老人はそれを即座に否定した。続く言葉を聞いたカミルが、何かに気がついたようにルイーゼを見る。

「黒髪って……ルイーゼのお父上の髪の色は？」

「黒、だけれど……まさか、お父様が？」

　戸惑いと不安で、ふたりはしばらく顔を見合わせた。それを打ち破ったのもまた、老人の言葉だった。

「明日、村の宿屋の近くまで送ってやる。それで、その紳士が娘さんの父親か確認したらいいだろ。違ったら、そのあとの身の振り方はまた考えろ」

「……ありがとう、おじさん」

「ありがとうございます」

　ひとまず憂いが解消されたことで、その夜は解散となった。

　本当は眠らなければならないのだが、横になってからもふたりはなかなか寝つけなかった。特に言葉は交わさないものの、考えることはおそらく同じだった。




　不安の中で夜を越えて、そして迎えた次の日。

　老人に馬車で宿屋のあるところまで連れて行ってもらったふたりは、あっけないほど簡単にお目当ての人物と会うことができた。

「お父様……どうしてここに？」

　宿屋を訪ねてみると、黒髪の身なりのいい紳士--ルイーゼの父は、あっさりと姿を現し、そして自分の娘がここへ来たことにも驚いていない様子だ。ここではなんだからと、宿屋の自分の部屋へ通してくれた。

「お前は、ここの村からヨハンに手紙を出しただろう？　小切手の入った。それで、ここに滞在していることがわかった。そして、つい最近まで小切手の署名にあったローデンベルト家に関わりがあったことも理解した。だが、探すのは面倒だから、お前がいるだろう近くで変装もせずに出歩いていた。用があるなら訪ねてくるだろうと」

「もし訪ねて来なかったら、どうしたの……？」

「帰ったさ。助けが必要ないなら、私がここにいる意味もないからな」

　自分を心配して探しに来てくれたことには感激するが、やはりどこまで行ってもこの人は貴族なのだなとルイーゼは感心するような呆れるような気持ちになった。だが、遣いを寄越さず自らの足で出向いて来てくれたのは、彼なりの親心なのだと信じたい。

「それにしても、詰めが甘いことだ。隠れたり逃げたりするなら、もっと巧妙にやりなさい。潜伏先から手紙を出すのは愚か者のすることだ。それに、こんな小切手いらんぞ」

　特に表情に怒りは表れていないが、父が怒っているのがルイーゼにはよくわかった。まるで汚いものに触れるかのように、小切手の端を持ってひらひらしている。

「それで、何があったんだ？　隣の男は誰だ？　私にわかるように説明しなさい」

「あの、俺は」

「君に聞いてはいない。ルイーゼ、お前が説明しなさい」

　ルイーゼを庇うように前に出ようとしたカミルを、父は手に持っていたステッキで制した。決して振り上げるような乱暴な動きをしたわけではないが、その仕草に威圧され、カミルは黙った。

　自分が説明して理解してもらわなければ父の気が収まらないとわかったルイーゼは、ローデンベルト家で家庭教師をするようになった経緯と、そこでカミルと出会ったこと、彼と恋仲になったのに伯爵に引き裂かれそうになってここまで逃げてきたことを話した。

　父は一切の言葉を挟まずルイーゼに話させてくれたが、決して機嫌良く聞いていたわけではないのは眉間の皺と、小刻みに床に打ち付けられるステッキの動きでわかった。

「……実に愚かだな。全体的に話の流れが三文芝居以下のお粗末なできなのは間違いないが、その中でも何が最も愚かだったかわかるか？」

　父は今度はカミルを見て聞いた。この返答の如何によってはステッキで今度こそ頭を叩かれるのではないかとか感じさせるほどの威圧を感じ、そばにいるルイーゼまで緊張してきた。だが、カミルは怯むことなくルイーゼの父を見つめ、口を開いた。

「それは、ルイーゼのお父上であるフォルクマン男爵を一番に頼らなかったことです。俺が本当にルイーゼを愛しているのなら、まずお父上にご挨拶に伺うべきでした。そして許していただけるまで何度でも、彼女との結婚のために頭を下げ続けるべきでした」

　真摯に言葉を紡ぐカミルに、父はしみじみと頷いた。表情に変化はないが、どうやらもう怒ってはいないようだ。

「そうだな。私に頼ればそれですべて解決したのに。私は常日頃から、ルイーゼには好きにしていいと言ってある。それは、結婚相手についてもだ。別に家のことになどこだわらず、好きな相手とすればいい」

「お父様、それは……カミルとの結婚を許してくださるということ？」

「許すも何も、好きにすればいいと言っているだろう。別にお前の恋人が貴族でもそうでなくても構いはしない」

「でも、ローデンベルト伯爵が……」

　喜びつつも不安が拭えないルイーゼに、父は面白くないというように眉をぴくりと動かした。

「ローデンベルト伯爵家が何だと言うんだ。あんな、ぽっと出の貴族が。我がフォルクマン家は代々続く古い家だ。興ってせいぜい数十年の家に格で負けるわけがなかろう。色に溺れた偏屈親父が怖いというのなら、私が黙らせてやるから見ていなさい」

　ルイーゼの父は吐き捨てるかのように言った。殊更家柄のことを口にすることはない人がわざわざ言ったということは、よほど腹に据え兼ねたのだろう。

「もう心配はいらない。お前の好きなようにさせてやるからな。だから、安心して帰っておいで」

　言いたいだけ言ってすっきりしたのか、父はようやく表情を和らげてルイーゼを見た。良くも悪くも貴族らしく、頼りがいなどこれまで感じたことがない父だったが、今はそんなことは全くない。

「ありがとう、お父様」

　この父の娘でよかったと心から思いながら、ルイーゼは父に抱きついた。小さな頃はよくしていたが、年頃になるにつれてこんなふうに素直に甘えることができなくなっていた。だから、またこんなふうに娘らしく甘えられて嬉しく思う。

「そうと決まれば、帰るぞ。私は疲れた。――カミルよ、私の荷物を運びなさい。うちの娘をもらうからには、軟弱では許さんからな」

「はい！」

　名前を呼ばれたことで自分を認めてくれたのだと理解したカミルは、嬉しそうにルイーゼの父の旅行鞄を抱え、彼のあとについて部屋を出た。

　その後ろ姿を眺めて、ローデンベルト伯爵との並びよりよほど親子らしいかもしれないと思い、これからの未来を想像して明るい気持ちになった。










第五話











　ルイーゼの父が言っていた通り、驚くほど簡単にルイーゼとカミルの結婚は認められた。

　父と一緒にフォルクマン家の屋敷に帰ったあと、慌てた様子のローデンベルト伯爵が訪ねてきたのだ。

　ルイーゼの父と伯爵による話し合いが行われ、その後伯爵はまずはルイーゼに、それからカミルに謝罪して、どうか末永く幸せにと言い置いてそのときは去っていった。

　すべての元凶で、黒幕で、自分たちの力では到底太刀打ちできないと思って逃げ出したのに、その手強いはずの伯爵があっけなく引き下がったのは、ルイーゼの父の言うところの格というものなのだろう。

　何をしたのか気になって尋ねてみたのだが、「せっかく探し出して跡継ぎにするつもりだった息子を我が家の婿養子にされたくなくば、ふたりの仲を認めて結婚させろ。由緒正しいフォルクマン家の娘をもらい受けるという覚悟を感じさせる式にできなければ、その恥は長きに渡って語り継がれることを忘れるな」と言ってやっただけだという。

　実際のところはどうなのかわからないが、そこからトントン拍子に話は進んでいき、結婚式の準備が整えられていった。

　本当ならば、ローデンベルト伯爵家の近くの教会で、伯爵家主導のもと式を挙げたかったのだろうが、当然ルイーゼの父が許すはずがなかった。

　何をどう言いくるめたのかわからないが、式はフォルクマン家に馴染みのある教会で、フォルクマン家主導で執り行われた。ローデンベルト家は金は出しても口を出してはならないという取り決めでもしたのか、たっぷり資金援助は受けたが何も言われなかった。

　だが、ひとつ例外があるとするならば、ルイーゼの身の回りの世話はあの別邸の使用人たちがしているということである。

「ルイーゼ様……本当におきれいです」

　髪を結い上げ終わったアデリナが、感激するように言った。ずっと目を伏せているよう言われてまだ自分の姿を確認していないルイーゼだったが、鏡より先にアデリナの顔を見れば、自分の仕上がりにかなり期待できる。

「何だか、とてもドキドキするわ……」

「大丈夫ですよ。こんなにきれいな花嫁、初めて見たっていうくらいきれいです」

　アデリナの声に後押しされ、ルイーゼは鏡のほうに向き直った。そして、そこに映る姿に息を呑んだ。

「すごいわ……私じゃないみたい」

　今日のルイーゼは、白の美しいドレスに身を包んでいる。一見するとただの白地の布なのだが、光が当たるとキラキラと模様が浮き出すのだ。布地よりもさらに光沢がある限りなく白に近い金糸で刺繍が施されており、さらにそれを飾るように透明のビーズが無数に縫い付けられている。そのため、まるで光を纏ったかのように輝いて見える。

　肩を大きく出した意匠だが、それを覆うように肌を透かす薄い布地を幾重にも重ねた袖をつけているため、ルイーゼの華奢な肩を一層ほっそりと見せている。そして、広がりを抑えて後ろに長くした引き裾が、特別な存在感を引き出していた。

　ドレス自体の意匠がすっきりとしているぶん、髪は緩く巻いてすべて結い上げてしまわず、ところどころ垂らしているのが優美で美しい。それに繊細なティアラを被せると、ルイーゼはまるで古代の女神かのような神秘的な美しさを醸していた。

「さあ、お父様が下でお待ちですよ」

「そうね。行かなくては」

　自分の姿に見入っている暇はなく、支度が調ったのなら行かなくてはならない。ルイーゼはアデリナたちに手伝ってもらいながら廊下をしずしずと歩き、父の待つ階下へ向かった。

　裾を持ってもらいながらゆっくりと階段を下りていくと、下から父が見つめていた。眩しいものを見るかのように目をすがめているのを見て、ルイーゼは何だか胸がキュッとなった。

「お父様」

「ようやく来たか。私は、お前の花嫁姿を見ることはできないかと思っていたよ」

　この言葉の意味が式の当日である今日のことを言っているのではないのは、すぐにわかった。これまで、ずいぶんやきもきさせてしまっただろう。それなのに、父はルイーゼの好きにさせてくれていた。カミルとのことがあってようやく、ルイーゼは自分が両親に愛されていると実感したのだ。

「待ちくたびれさせて、ごめんなさい」

「いいさ。一度はあきらめかけていたが、お前がその気になってくれたのだから。お前の頑なな思いを変えてくれたカミルには、感謝しないとな」

「そうね。今から伝えに行かなくちゃ」

　心から笑い合って、ルイーゼと父は馬車に乗って教会へ向かった。そして腕を組み、神父の前で待つカミルのところまで歩いていった。

「……ルイーゼ、とてもきれいだ」

　カミルはルイーゼの姿を間近で目にすると、感激したように言った。

　そう言う彼も今日はいつもより紳士然として、本来持っている魅力が前面に押し出されている。彼がルイーゼに見惚れているように、ルイーゼもまた彼に見惚れていた。

　それからふたりは寄り添い、神父に続いて誓いの言葉を口にした。そのあとは、誓いの口づけだ。

　少し緊張した様子のカミルにそっとベールをめくられ、ルイーゼはようやく何の隔たりもなく彼の顔を見ることができた。

　これまで何度も唇を重ねたことはあるのに、多くの人たちに見守られてするとなると何だか面映ゆい。ふたりは照れながらそっと触れるだけの接吻をして、たくさんの拍手と祝福の言葉を浴びた。




　そんなふうに幸せの絶頂の中、ルイーゼとカミルは新婚旅行へと旅立っていった。

　行き先は、ルイーゼの母の祖国か両親が新婚旅行で旅した街かで迷ったのだが、最終的にローデンベルト伯爵が勧めてきた風光明媚な土地へ行くことにした。

　カミルは急速にルイーゼの両親と打ち解けつつえるが、伯爵とはまだ溝がある。だから、勧める土地に赴いてそこで過ごした思い出話のひとつでもあれば、彼と少しは会話が弾むのではないかと思ったのだ。

　カミルは渋ったが、ルイーゼがそれを強く希望した。カミルはこれからローデンベルト次期伯爵としてやっていくのだし、自分はその妻だ。自分の実家とばかりうまくやれていても、伯爵家との溝が埋まらないままなのはよくないし、何より寂しい。カミルにとって伯爵は、唯一の肉親なのだから。

　それに、カミルを後継者として連れてくるとなったとき、当然周囲から相当の反発にあったらしい。それを伯爵は、丁寧に説得して黙らせて、それから迎え入れたと、ルイーゼは父から聞かされた。そこに彼なりの親としての情があったのか、それとも利己的な考えしかなかったのかはわからないが、彼がカミルを後継者にしようと考えなければ出会えなかったのだから、ルイーゼとしては無下に扱うつもりはないのだ。

　伯爵が勧めてくれた土地はかつては貴族の別荘地として人気があったそうだが、鉄道が発達していくときに取り残された地域で、その不便さから今ではあまり人が訪れることはないのだという。だが、そのぶんひっそりとしていて、二人きりになりたいルイーゼたちにとってはいい場所だった。

　そして、伯爵が言っていた湖が本当にきれいで、ふたりはまずそのことに感動した。

「そういえば、俺がまだ小さかった頃に母さんがきれいな湖の話をしてくれたことがあったんだ。すごく素敵な場所で、いつか俺にも見せてやりたいって……」

　式のあと、夜に出発して馬車に何時間も揺られて、湖畔に到着したのは昼をすっかり過ぎてからだった。滞在先は別荘だったところを買い上げて宿にしているという場所で、そこの寝室の窓から景色を見たカミルが、思い出したように言った。

「それってもしかして、ここのことなのかしら？」

「たぶん。やたらと強く勧めるわりに理由を説明しないと思ったんだが……言えるわけないよな。ここが、母さんと来たことがある場所なら」

「でも、言えなくてもカミルにここからの景色を見せてあげたかったのね、きっと」

　おそらくルイーゼの父のことだから伯爵の弱みを握るためにいろいろ調べてはいるに違いないから、聞けばカミルの母と伯爵がいつ頃どんなふうに交際していたのかはわかるだろう。だが、道ならぬ恋の話だ。軽い気持ちで聞くことはできないし、ルイーゼとしても暴くべきでないことは理解している。

　だから詳しく知ることはできないが、きっとここは伯爵とカミルの母の思い出の場所なのだろう。

「自分が不倫した場所を息子夫婦に新婚旅行で勧めるなんて……俺たちを馬鹿にしてるのか、馬鹿なのか」

　感じ入るところのあったルイーゼとは違い、カミルはここを勧められた理由に嫌悪感を覚えているようだ。これまでは伯爵に苦手意識を持ち、自分の母を哀れんでいればよかったのが、伯爵夫人と顔を合わせたり貴族社会というものを理解したりするにつれて、いろいろなことを考えるようになったんだろう。

　これまで以上にカミルは自身を不義の末に生まれたという意識を持つようになってしまったようだが、ルイーゼはそれは違うと言いたかった。

「馬鹿にしているわけでは、ないと思うのよ。それよりむしろ、伯爵なりの愛なのかなってわたくしは感じたの。伯爵はあなたのお母様のことを愛していて、その結果生まれたのがあなたなんだと、伝えたいんじゃないかしら。そんなことは憚られるから、絶対に言葉にはできないけれど」

「そんなきれいごとで、受け止められないな。だって、許されるはずがないし、だからこそ母さんは使用人を首になって、貧しい中で俺を産み育てるしかなかったんだから」

「それは、あなたのお母様なりの罪の償い方だったんでしょう。でも、その罪はあなたのお母様と伯爵のもので、あなたの罪じゃない。……背負えないし、その必要もないのよ」

「ルイーゼ……」

　ルイーゼはこの新婚旅行でカミルとたくさん愛を育むつもりだったが、同時に彼の抱える悲しみやそれに伴うためらいなどを取り除いてやりたいと考えていた。あのまま逃げてしまえばいつか振り切れたかもしれないが、こうして戻ってきて貴族として生きると決めた以上、カミルはずっと自身の生い立ちに悩むことになるだろう。

　だから、ルイーゼはその悩みを少しでも軽くしてやりたかったのだ。そのためには、この場所は最適だったといえる。

「母さんが死んでから、俺はずっと思ってたんだ。俺なんか生まれてこなければよかったんじゃないかって。貴族のご落胤だってわかったときは、もっと思ったよ。俺の存在が誰かをものすごく傷つけるんだろうなって、俺は罪で恥なんだろうって。だから、ルイーゼとふたりで何もかも捨てて逃げるってなったとき、情けないけどほっとしたんだ」

　これまで陰など一切見せなかったカミルが胸の内を吐露するのを、ルイーゼは切ない気持ちで聞いていた。自分のような苦労を知らない者には、決してわからない苦悩だ。だが、わからないにしても寄り添いたいと願うのだ。

「わたくしのために、つらいほうの道に戻って生きると決めてくれてありがとう」

「いいんだ。本当に誰も味方がいないならあの村で生きるのもよかったけど、迎え入れてくれる人がいるなら、そっちの世界で生きるほうがいいに決まってる。戻ってきたおかげで別邸の使用人たちも喜んでくれたし、彼らの仕事も守られた。それにさ、ルイーゼの家族や別邸の使用人たちと触れ合うと、俺はここにいてもいいんだな、歓迎してくれるところがあるんだなって思えるんだ」

　カミルの言葉を聞いて、ルイーゼはこの人が独りよがりでいじける性格の人でなくてよかったと思った。自分だけが傷ついて、誰もその痛みをわかってくれないと拗ねているような人間はたくさんいる。だが、カミルは誰かが寄り添えばそのことにきちんと気づける人だ。

「カミルは素敵な人だもの。だから、ちゃんとわかってもらえばみんなあなたのことを好きになる」

「そうかな？　どんなに取り繕っても、貧民街育ちの、粗野な人間だぜ？」

「大丈夫。そのためにわたくしがそばにいるのだもの。あなたがこれからも立派な紳士でいられるように、わたくしがそばで支えるの」

「そうか……それなら、俺はここにいていいんだろうな」

　ルイーゼの想いはどれだけ届いただろうか。わからないが、カミルが少しくらいは自身の存在を肯定できたのを感じた。ルイーゼはこれから飽きるくらい、何度でもカミルに伝えていくつもりだ。

「わたくしは、カミルがこの世に生まれてきてくれて嬉しい。無事に生き抜いて、わたくしと出会ってくれたことが嬉しい。誰が何を言おうと、それは変わらないことよ」

「ルイーゼ……俺も、君に出会えてよかった。もう絶対に離さない」

「ん……」

　感極まったというようにカミルに抱きすくめられ、ルイーゼはそのまま口づけられた。

　これから昼食を食べに行きたかったのにとか、馬車に揺られて疲れているのにとか、そんなことが頭をよぎるが、そんな言葉で止まる雰囲気ではなかった。

「何かに背きながら君を抱くより、こうしてきちんと結ばれてから抱くほうが、何倍も幸せだな」

「や……う、ん……カミル……まだぁ……」

　カミルはルイーゼを寝台に運んでいき、暴れるのを軽くいなしながら服を脱がせていく。使用人を連れずふたりだけの旅だからと、自分で脱ぎ着できるものを身に着けているのが仇になった。カミルは簡単にルイーゼの服を取り去り、下着を脱がせ、自らも裸になってしまった。

「まだって……馬車の中でこんなふうな無頼漢になるのを我慢していたんだ。これ以上は無理だ。我慢させるというのなら、食事に行った帰り道の湖の畔で君を好きにしてしまうよ」

「でも……まだ昼間よ」

「昼間に抱き合ってはいけない決まりはない。それに……昼の光の下で見るルイーゼは、本当に美しいね」

　窓から射してくる光に金茶色の髪をキラキラさせ、カミルはルイーゼを見つめる。光の下で何もかも暴かれ、隠せるものも何もかも取り去られ、ルイーゼは初心な乙女のように震えていた。

　こうなることが嫌なわけではない。むしろ、体を重ねたことがあるだけに、式を挙げるまでふれあえなかった時間がもどかしかった。

　とはいえ、乙女には乙女の段取りというものがある。

「こういうことはてっきり夜にだとばかり思っていたから……特別な下着を用意してたのに」

　アデリナと一緒になって旅行中の身につけるものをはしゃぎながら選んだのだ。少しでもきれいだと思われたいと、カミルにとって魅力的でありたいと、やや煽情的なものにしただけに、それを身につける機会がないのが残念だ。

「夜もたっぷり可愛がるから大丈夫だ。……君が積極的で嬉しいよ」

「あっ……」

　感激したように言って、それからカミルはルイーゼに口づけを落とした。首筋に、鎖骨のくぼみに、腕を上げさせられあらわになった脇に、腰のまろやかな曲線に、それから真っ白な肌の上で唯一鮮やかに色づいた花の蕾のような胸の頂に。

「んっ……だめぇ……そんな……んんぅ……あぁっ」

　舐められ、口に含まれる舌先で転がされ、それによってもたらされる快感によってルイーゼはあられもない声をあげた。堪えようと思うのに、唇を噛みしめても鼻から甘い声が漏れてしまう。

　その声に気をよくしたのか、カミルは執拗にルイーゼの敏感な蕾を責める。舌で転がすだけではなく音が立つほど強く吸われたり、軽く歯を立てられたりして、たまらなくなってルイーゼはあまりの気持ちよさに身をよじった。

「胸だけでこんなに感じてしまうなんて……ルイーゼは本当に可愛いね」

「ふぅ、んっ」

　ルイーゼの可愛さにカミルは胸への愛撫を止め、髪を撫でながら唇を吸い上げた。敏感になったルイーゼは歯列を割って舌が入り込んできて、それが口の中を舐め回すだけで感じてしまい、切なく腰を揺らした。

　柔らかくて温かい場所でふれあっているのももちろん気持ちいいのだが、それよりも深い場所が刺激を求めて疼いている。

　唇を離さないまま、カミルはなだめるようにルイーゼの揺れる腰を撫でた。だが、そうして触れられることによってなだめられるどころかルイーゼの体はさらに熱を持ち、甘く疼き始めた。

「……カミル、触っ、て……」

　口づけの合間に、ルイーゼはそうねだった。無意識のうちに、内股をすり合わせてしまっている。その奥で秘された場所が、触れられたいと疼いている。受け入れる準備のため、茂みの奥でひっそりとした花が、蜜を溢している。

「ルイーゼからそんなことを言ってもらえるなんて……これは堪らないな。今すぐ可愛がってやるからな」

　そう言って、カミルはルイーゼの脚を左右に大きく開かせた。恥じらい、拒むよりも早く、強い力だったため、なす術なくルイーゼは秘められた場所をカミルの眼前に晒すこととなる。

「ルイーゼのここ……濡れて、ひくひくして俺を誘ってるみたいだ」

「……ん、見ないで」

「たくさん見る。ルイーゼの体、余すことなく全部見るよ」

「やっ……あぁ、ん……」

　カミルは脚の間に吸い寄せられていくように唇を近づけていき、それから茂みの奥で凝っている小さな花芽を舌で突いた。そんなことをされると腰から背中にじんじんと甘い痺れが走り、ルイーゼを鳴かせる。カミルの舌はしばらく花芽を刺激したあと、その下で蜜を溢れさせながら触れられるのを待っていた秘処を舐めあげた。

「……あぁ……は、ぁんっ……」

　秘められた場所を舐められているうちに、ルイーゼのそこはどんどん熱を持っていった。蜜も次々に溢れ、舐めとろうとするカミルの舌に絡みつく。

「そろそろ、いいかな」

　脚を開かせたまま、カミルは茂みの下で誘うように蠢いていたルイーゼの花弁の中心に指をそわせた。大して力を入れたわけでもなさそうなのに、ルイーゼのそこはカミルの指をゆっくりと飲み込んでいく。そこをほぐすようにカミルが指を抜き挿しすると、淫靡な水音がした。

「早くほしいって、次々に蜜が溢れてくるよ」

「……だめ……いっちゃ、だめぇ……んんっ」

　花弁の奥、蜜をこぼす場所を執拗に擦られ、ルイーゼのそこはさらに濡れた。それだけでは足りないと指を食い締めるようになるとさらに指が増やされ、ルイーゼは腰を揺らしながら指の動きに応じていた。

　ルイーゼの中がすっかりほぐされ蜜で潤んだ頃、カミルはようやく指を引き抜き、見せつけるかのようにそれを舐めた。

　それから、一連の行為によってすっかり期待に膨らんだ自身のものに手を添え、ルイーゼの濡れそぼる花の中心にあてがった。

「え……や……そんなもの……」

　明るいところでカミルのものを見るのが初めてだったルイーゼは、その大きさを前にしておののいた。カミルの整った、甘く優しげな容姿には釣り合わない、凶悪なものだ。

　自分の手首ほどもありそうなものを突き立てられようとしていることに気づいて、ルイーゼは恐ろしくなって腰が引けた。

　だが、カミルはそれを逃がすまいとルイーゼの腰を掴み、ぐっと先端を押し込むように突き入れた。

「んぁっ……いっ……あぁ、ん……！」

「逃がすわけないだろ。ほら、ルイーゼの中は上手に俺のを飲み込んでいくよ」

　慎重にゆっくりと腰を押し進められ、ルイーゼの蜜壺はカミルの雄々しいものを飲み込んでいった。ゆっくりと動かされるだけに、その侵入してくるものの大きさを強く感じる。

　あまりの圧迫感に初めてのときと同じように引き裂かれそうな恐怖があるものの、その奥から足りなかったものが埋まったというような充足感と、言いようのない快感が湧き上がってくる。

「ルイーゼ、上手だ。全部、ここに収まってしまったよ」

　すっかり根元まで飲み込ませてしまうと、カミルは満足そうに言った。それからルイーゼのあまり肉の載っていない薄い腹を撫でる。その奥にカミルの逞しいものを咥えこんでいるのだという事実に、ルイーゼはぞくぞくした。

「動いてもいい？　……だめだって言われても、動くけど。ルイーゼの中、気持ちよすぎるんだ」

「んん……あっ、ああっ！」

　より強い快感を求めてカミルが腰を振り始めると、ルイーゼはもう声を抑えることができなくなった。

　腰を引いたときにカミルのものの嵩高い部分が敏感な部分を擦る感覚も、再び押し込まれて先端が最奥の敏感な部分を突き上げて押し潰すような感覚も、どちらもたまらなく気持ちがいい。

　それだけでなくさらなる快感を与えようとカミルはルイーゼのやわらかな胸を形が変わるほど揉みしだいたり、唾液が滴るほどの舌を絡める荒々しい口づけをしたりするから、ルイーゼは溺れそうなほどの快楽の波にただ流されるしかできなかった。

「やっ……カミルっ……あっ、あぁ、んっ」

　よすぎる快感に、ルイーゼはついカミルの背中に爪を立ててしまった。まるでしがみついていないと本当に溺れてしまうとでもいうように。

　そうして爪を立てるのと同時に、ルイーゼは爪先にぐっと力を入れていた。そうすると内側が締まって、思わずといったふうにカミルの口から熱い吐息が漏れた。

「ルイーゼ、果てが近いんだね？　もっと気持ちよくなっていいよ。ほら」

　さらなる快楽を与えようと、カミルはルイーゼの両脚を肩に担ぐような格好になった。そうやって腰を動かされるとさっきまでよりさらに深いところにまで届き、それがより一層の快感を引き出す。

「あっ、やっ、んっ……あっ、あぁっ、あんっ……ああぁ……！」

　激しく体を揺さぶられ、カミルの屹立で奥の奥まで貫かれ、ルイーゼの体には電撃のような激しい痺れが走った。その痺れによって腰が激しく跳ね、カミルを咥えこんでいた濡れた肉襞は熱く絡みついた。

「あ……」

　蜜壺の蠕動に堪えかね、ルイーゼの最奥でカミルのものは爆ぜた。脈動に合わせて飛沫が迸り、その熱い雫がルイーゼの腹の奥を満たしていく。その感覚すら気持ちがよくて、ルイーゼはまたキュンと締め付けてしまった。

「……幸せだ。ルイーゼ、愛してる」

「わたくしも愛しているわ、カミル」

　どちらともなく抱き合って、そのまま寝台の上に横になった。汗ばんだ肌と肌が触れ合って、そのひんやりとした感覚とその奥のぬくもりが心地よく、それを味わおうとルイーゼはカミルの胸に頬を寄せた。

　触れた肌の奥から、トクトクと心臓の音が聞こえてくる。こんなふうに誰かの鼓動を聞いたのも、それを愛しいと感じたのも初めてで、ルイーゼは言いしれぬ温かな気持ちになっていた。

「どうしたの、ルイーゼ？」

　気配でルイーゼが笑ったのがわかったらしく、カミルがルイーゼの髪に触れながら問う。彼は彼で汗ばんで額に貼り付いたルイーゼの髪を整えてやるのに夢中になっていて、満足そうにしている。

「この時間が、幸せだなって。愛する人がいて、その人の鼓動を聞きながら眠気を感じて、そのまま寝てしまうんだろうなっていう、この時間が」

　ふわふわと遠くにあくびを感じながら言うと、カミルが髪に触れていた手を止めた。そして姿勢を変え、再びルイーゼを組み敷いた。

「眠ってしまうの？　せっかくふたりきりなのに」

　整えた髪がすっかり崩れ、その金茶色の髪をかきあげれば、鳶色の瞳が見つめてくる。瞳から滲む色香に、ルイーゼは先ほどまで彼と繋がっていた部分が疼くのを感じた。

「昔、新婚の一ヶ月間、夫婦は家から出ずに子作りに励んだらしい。新婚旅行は、その名残だって言われてるよ。……つまりさ、この旅行の間俺たちがやるべきことなんて、ひとつしかないってこと」

　そう言って、カミルはそっとルイーゼの下腹を撫でた。先ほどまで、カミルのものを飲み込んでいた場所だ。熱いものを奥まで注ぎ込まれた場所だ。だから、そうして触れられると、またここに注いでやると宣言されているようで、ルイーゼの体は期待するみたいに疼いた。

「……そんなに張りきられたらわたくし、起き上がれなくなってしまうわ」

「大丈夫。お風呂も入れてあげるし、食事だって俺が食べさせてあげる。ルイーゼは何もしなくたっていいんだ」

　ご機嫌で言うその表情を見れば、彼が入浴や食事のときもルイーゼを休ませる気がないのは丸わかりだ。きっと、様々な場所で様々な体勢で、愛でられてしまうだけだろう。

　だが、その想像をしただけでルイーゼもドキドキしてしまったから、きっと抗うことはできないのだろうと心の中で覚悟した。

　旅立つ前は、湖畔でピクニックをしようとかボートに乗ってみようとか、そんな計画を立てて胸を躍らせていたのに、結局それを実現できたのは、旅行先に着いてから何日も経ったあとのことだった。




　新婚旅行によって愛を深めたふたりは、それからも仲睦まじく暮らしていく。

　なかなか埋まらなかった伯爵家とカミルとの溝も、愛らしい未来の伯爵が生まれた頃にはすっかりなくなってしまっていた。

　カミルとルイーゼはあまりに仲がいいため、夫婦となってから五年のうちに二男一女をもうけるが、子供の親となってからもその仲の良さは変わらず、周囲の人々に羨まれる人生を送っていくのだった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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